






































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一話　アリアの情報




「なるほど」

　皇帝、宰さい相しよう、重臣たち、八神輝レーヴアテインがそろう場でバルは事情を話す。

　彼の右隣には緊張したアリア、左隣にはミーナが立っている。

　真っ先にうなずいて発言したのは皇帝だ。

「元げん帥すいとやらには驚いたが、かつて地上に侵攻してきた【魔界の民】の首領と同格とはな」

　クロードがうなる。

「それを一人で撃破したバルトロメウスは、さすがだと感心するべきなのか、それともあきれるべきなのか困ってしまいますな」

　と言ったのは宰相だった。

　彼の視線は予備の仮面をかぶったバルに向けられる。

「肝心なのは残る八人の元帥の強さだな。仮面が変わっているのはどういうことだ？」

　マヌエルが鋭くたずねた。

「壊された。リミッターを二つやられた」

　バルが端的に答えると、八神輝レーヴアテインたちがざわめく。

「バルトロメウスのリミッターを破壊できるだと!?」

　バルが身に着けているリミッターはそう簡単に破壊できるような強度ではない。

　八神輝レーヴアテインたちは身をもって知っていた。

「『インヴァズィオーン』伝承通りの強さということか？」

　イングウェイが驚きよう愕がくし、シドーニエが暗い顔をする。

「となると、わたくしたちでも厳しそうですわね」

「むしろ被害なしで勝ったバルトロメウスがおかしいんじゃねえか」

　マヌエルがあきれた顔で言った。

「敵の情報が分かったはいいが、そのまま本拠地を襲撃できなかったのは問題ではないかな」

　宰相ではなく、その隣にいた重臣が苦い顔で言う。

「この女が本拠地を知っていたかどうかも分からないぞ？」

　反論したのはミーナだった。

「それに《紫し眼がん導どう師し》とやらの姿はなかった。すでに逃げ去って、移動していたのかもしれない」

「うむ、その通りだな」

　皇帝が彼女の意見を肯定する。

　そして視線をアリアに向けた。

「皇帝としてたずねよう。そなたが知っている例の組織、『闇の手』の所在地は？」

「中央大陸、ガレオンという国です」

　アリアはつっかえながらも話す。

　バルとミーナが彼女を守ろうとしているからこそ、彼女は勇気を維持できた。

　すぐそばにいて彼女の手をにぎっているリリの存在も大きい。

「構成メンバーは？」

　書記官が紙に記述をおこない、皇帝が次の問いを放つ。

「総裁の下に幹部が四人、各拠点を任せられているトップが八人います。その下に私のような秘書がいたり、工作員がいます」

「意外と組織の規模は小さいな」

　皇帝がつぶやき、宰相が無言で首を縦に振った。

「人数は私が知っているだけで百人以上いましたが」

　アリアはおずおずと申告する。

　正確な情報を与えなければ自分の立場が危ないと思うからだ。

　この場合、聞いた側が勝手に誤解したというのは免めん罪ざい符ふとして期待できない。

「それはそうだろうな」

　皇帝はうなずいてから説明する。

「魔界の元帥を召喚するほどの力があるとなると、千人規模の巨大組織かと懸け念ねんせざるをえなかったのだ」

　アリアはようやく納得した。

「ことのはじまりは《紫眼導師》がゲレールターという名の一いつ角かく鬼きの召喚に成功したことだそうです」

「《紫眼導師》……敵幹部の一人か？」

　皇帝に聞き返され、アリアは言葉を慎重に選ぶ。

「ちょっと違います。顧問とか側近とか参さん謀ぼうとか。そういう位置づけだったと思います。もしかしたら昔は幹部だったのかもしれませんが」

「そこは分からないのか」

　宰相が残念そうに言う。

「私は組織が設立された初期の頃は分かりません」

　アリアは慎重に答え、そっとリリの手をにぎる。

「召喚術について聞きたいものだが」

「ゲレールターから教わったのです。触しよく媒ばいを用意すればさほど力がない者でも、魔物を呼ぶことができると。触媒はゲレールターがすべて用意していました」

「つまり組織として力をつけたと言うより、そのゲレールターが重要不可欠な存在というわけか」

　皇帝がうなる。

「はい。ゲレールターさえ倒せば、組織は一気に力を失うと思われます」

「いや、そうはいかない」

　アリアの意見をミーナが否定した。

「《紫眼導師》とやらがいる。【魔界の民】を召喚したのはこいつで、しかも私とバル様が行った時、すでに私たちが感知できない位置に逃げおおせていた」

　彼女の懸念に皇帝は目を閉じて宰相が彼女に話しかけた。

「だが、偶然ではないのか？」

「最初は偶然だったのだろうな。しかし、結果的には魔界の元帥の召喚にも成功している。それでも楽観するのか？」

　鋭い問いかけに宰相は黙ってしまう。

「あの魔界の元帥は【リヴァイバル】という異能を持っていると言っていました。そのせいで【神々の結界】をくぐれるほど弱体化しても、すぐに回復できたみたいです」

　アリアが思い出しながら話す。

「つまり他の魔界の元帥では通れないのか？」

「今のところは、とみるべきでしょう」

　楽観的な反応を示した重臣にバルが言う。

「そうだろうな」

　クロードが憂ゆううつそうに同意する。

「今後開発されては厄介だ。できれば今のうちに倒したいな」

　とイングウェイが言う。

「この女が知っているところへ誰かを派遣しないのか？」

　そう質問したのはマヌエルだ。

「私がすでに行ってきたが、もぬけのからだった」

　クロードが答える。

「《紫眼導師》とやらを捕まえられなかったのは痛いな」

「バルトロメウスとヴィルヘミーナが捕捉できる位置にいなかったんじゃ、仕方がないよな。俺らでどうかできたと思えない」

　ギーゼルヘールが発言し、ヴィリーが無言でうなずく。

「それにしても《紫眼導師》とは何者なんだろう？　【魔界の民】を偶然でも召喚できるほどの実力者が、無名で隠れていたとはな」

　クロードが腕組みをして考え込む。

　彼の発言を受けて、アリアは気になっていたことを告げる。

　帝国に関してやけに詳しいと感じたと。

「旧ゲスターンとかいう場所も具体的に知っていたみたいです」

「それは下調べをきちんとしていたというわけではなく？」

　クロードがアリアにたずねる。

「可能性はありますが、《紫眼導師》は実験などで忙しかったはずで、帝国への攻撃指令が出たのはごく最近です。いったいいつ調べたのか疑問ですね」

「帝国のことを知っていて攻撃に加担する……つまり、帝国に対して強い恨みを持っている者か」

　バルが言うと、マヌエルが鼻で笑う。

「はっ、そんなのいくらでもいるだろ」

「たしかにな」

　皇帝が苦い顔で同意する。

「ゲスターン戦では多くの血が流れたはずですな」

　宰相が過去の記憶を振り返って嘆息した。

「こっちの被害はゼロですけどね。ユルゲン様の活躍で」

　クロードがそう発言する。

「だからこそ、ゲスターンの恨みは大きかったかもな」

　ヴィリーが指摘した。

「向こうが執しつ拗ようにちょっかいを出してきたはずですけどね」

　イングウェイが苦い顔で言う。

「自分が悪いことを棚にあげて逆恨みするクズなんて、いくらでも転がっているだろうよ」

　マヌエルは吐き捨てる。

「まあ、待て。まだゲスターン関係者だと決まったわけじゃない」

　バルが仲間たちを制止した。

「王国が貴族と接触していることが分かったばかりですしね」

　ミーナがすかさず追従する。

「……この流れで他の選択肢を口に出すのか？」

　マヌエルが顔をしかめる。

「たしかに決めつけはよくないな。視野が狭くなってしまう」

　バルの意見を否定しなかったのは皇帝くらいだった。

「本当のところはどう思っているのか教えてくださらない、バルトロメウス？」

　シドーニエがバルに問いかける。

「有力なのはたしかに旧ゲスターンの残党だが、滅亡から三十年ほど経たっているし、主だった面子メンツはすべて戦死したはずだ」

「何十年もかけて高みに登っただけかもしれないぞ？」

　クロードが反論した。

「そうなんだよな」

「バルトロメウス様？」

　ミーナが怪け訝げんそうな声を出す。

「珍しく要領を得ませんが、何がそんなに気になっていらっしゃるのですか？」

「自分でもよく分からない」

　バルは困惑を言葉に込める。

「だが、何かを見落としている感じがしている」

「見落としですか？」

　ミーナは首をひねった。

「バルトロメウスが言いたいことは分からんでもない」

　と発言したのは皇帝である。

「そもそも分かっている情報が多くないのだ。手元にあるカードがすべてだと思わないほうがよかろう。あとで追加された一枚で何もかもがひっくり返る事態が発生する可能性だってあるのだ」

「……手がかりを得たと前のめりになっていたということですか」

　クロードが言って息を吐き出す。

「バルトロメウス様はあえて立ち止まり、みなの視野を確保したわけですね」

　ミーナはうれしそうに称たたえる。

「誰かが冷静でいないといけない。そう心がけてはいるよ」

「ちっ、またバルトロメウスに教わっちまったか」

　マヌエルがいまいましそうに舌打ちをしたが、これは自分自身への怒りを表したものだった。

　だからミーナも反応しなかった。

「露骨すぎるので、何らかの罠わなという線もあるな」

　バルの意見を補強するような発言をする。

「……結局どう考えればいいのだ？」

　宰相が嘆息して泣き言をこぼす。

「《紫眼導師》、『闇の手』の総裁、ゲレールターという名の一角鬼。この三名をできるだけ早く発見して倒す。これですね」

　バルは要点を簡潔にまとめる。

「そやつらの本拠は中央大陸なのだろう？　捜索の手を大陸の外に伸ばすとなると、厄介なことになる」

　皇帝が渋面を作った。

「別の大陸となると、帝国の足がかりとなるような場所はないですからな」

　クロードが憂うつそうに同意する。

「今後のことを考えれば、その点を強化せねばならんな」

　宰相が言う。

「国外に手を伸ばすためにはまず国内をしっかりしなければ」

　バルが言うと、皇帝はうなずく。

「その通りだな。そもそもわが国では情報収集の項目については得意ではない。その反省も必要だ」

「いっそ育成機関でも作ってみてはいかがです」

　クロードが発言する。

「今からか？」

　宰相が疑問を投げるが、クロードはひるまない。

「遅いかもしれませんが、遅すぎるということもないでしょう。少なくとも何も手を打たないよりもずっとマシです」

「クロードの言うことはもっともですね」

　バルは彼に同調する。

「足りないと分かったのに何も手を打たないのは、愚ぐの骨頂だな」

　すかさずミーナも賛成に回った。

「やらないよりマシというのは、その通りではありませんこと？」

「やらないってのはありえないだろ」

　シドーニエとマヌエルも支持をする。

「うむ。そなたらの言うことは分かる」

　皇帝は首を縦に振り、その上で言う。

「だが、すぐには決められぬ。先立つものが必要だし、育てるための人材を用意しなければならん」

「ほしいと思えばすぐに作れるわけではないのだ」

　宰相も悲しい顔で話す。

「教えられる者、か」

　とバルがつぶやく。

「バルトロメウス様、何か心当たりでも？」

　ミーナが問いかける。

「いや、ないな。分野を選ばないならわが師ユルゲンや先代将軍ウーヴェといった、古ふる強つわ者ものがまだ存命のはずだが」

「《破壊神》ユルゲン、《水神》ゼルギウス、《暴風帝》オルドヴィーン、《鬼将軍》ウーヴェか……」

　皇太子アドリアンがうたうように言う。

「この四名に復帰してもらえるなら、恐ろしいほどの戦力強化となりますが」

　彼はちらりと父たる皇帝を見やる。

「陛下は気乗りしないのですか」

「彼らは引退した身だからな。おいそれと引っ張り出すわけにはいかぬ」

　と答えつつ、皇帝は前向きに検討しはじめているようだ。

　元より慎重と言うより臆病な男だから、四人を復帰させることでさまざまな危険を減らせるのは魅力的に映る。

「いずれも武人ばかりで、文官がいませんな」

　と宰相が苦い顔で指摘した。

「帝国の欠点だな」

　皇帝が嘆息する。

　実は理由ははっきりしていた。

　旧ゲスターンを征服した結果、人手が足りなくなったのだ。

「敵国を倒すのは難しくないが、支配を維持するのは難しい」

「後先考えない輩やからのせいで、私たちが迷惑だな」

　クロードは戒いましめのつもりで言ったのだが、ミーナは辛しん辣らつである。

　先代皇帝批判としか解釈できないことでも、彼女は平然としていた。

「結局何をとるかでしょう」

　バルが空気を変えるため、まとめにかかる。

「宰相。機関の設立に向けて検討をはじめてくれ」

「かしこまりました」

　皇帝が決断した以上、宰相は従うのみだ。

　愚劣な命令ならば諫かん言げんすべきだが、今回の命令は先を見据えた話である。

「次の議題だが、その前にアリアとリリはさがってくれ」

　と皇帝は命令を出す。

　今のも聞かせていいかギリギリのところだった。

「分かりました」

　アリアはおじぎをして、リリの手を握る。

「お待ちください」

　バルが待ったをかけた。

「この二人はどうなりますか？」

　彼にとって看かん過かできない点である。

「移民として受け入れよう。アリアは何ができる？」

　宰相がじろりとアリアを見る。

「この大陸の文字は読み書きできますし、計算もできます。組織の運営にまつわる諸計算をやっておりました」

「読み書き計算ができるなら、何とかなりそうだな」

　宰相の表情は少しだけ明るくなった。

「リリは救護院にでも入れよう」

　と宰相が言うと、アリアは反発して妹を抱きしめる。

「できるだけそばにいさせてもらえませんか。私の立場でお願いするのは、ずうずうしいと百も承知しております」

「小さい子がかわいそうですよ」

　バルが口添えをした。

「となると、毎日家に帰れる仕事、それも子どもの面倒を見られる余裕があるものにかぎられるか」

　宰相の顔が一気にけわしくなる。

「そんな仕事、あるか？」

　マヌエルが横から口を挟む。

「事情が事情とは言え、いささか配慮が行きすぎなのでは？」

　ヴィリーも指摘する。

　アリアは何も言えず、そっと目を伏せた。

「黙れ」

　バルが言うより先にミーナが発言する。

「この女への配慮は当然のはずだ。似たような境遇の輩を寝返らせるためにな。その程度のことさえ思いつけない頭しかないなら、永遠に口を開くな」

「言いすぎだ、ミーナ」

　バルのおかげで空気が決定的に悪くならない。

　皇帝は感謝するが、宰相は主君ほど単純になれなかった。

「だがヴィルヘミーナよ。実際に条件が難しくなってしまうのだ。移民がすぐにでもつける職業自体が少ないのだからな」

　苦い顔で言い返す。

　ミーナはただ反射的に嚙かみつくだけではないと、すぐに証明した。

「宮廷に入れればいい」

　と案を出したのである。

「宮廷に!?」

「それはちょっと無理なんじゃ」

　八神輝レーヴアテインたちがどよめく。

「どうせこの女を監視したいのだろう。この女は職を得られ、貴様たちはこの女を目が届くところに置ける。悪くはあるまい？」

　とミーナが皇帝と宰相を見る。

「宮廷で働くには身元が……ある意味はっきりしているが」

「裏切ったら先はないのだから、真ま面じ目めに働くことは期待できるな」

　と皇帝が感心してうなずく。

「いいアイデアじゃないか」

　バルが感心すると、ミーナはうれしそうに頰ほおを染める。

「無む茶ちや苦く茶ちやなようでいて、アリなのか？」

「女官長に相談してみなければ」

　宰相は苦い顔のままだったが、反対はしなかった。

「私が、宮廷で？」

　意外過ぎる展開にアリアは仰天する。

「刺し客かくがやってきても、皇宮でなら対処はしやすいだろうな」

　とクロードは言った。

「近この衛え騎き士しならたいがいの魔物を返り討ちにできるし、俺らがいる日は多いからな」

　マヌエルはニヤニヤ笑いながら賛成する。

「それに事情を知っている人もいて、やりやすそうですわね」

　シドーニエもうなずき、ちらりとリリを見た。

「問題はリリさんをどうするかですが」

「日中は救護院にあずけ、夕方迎えに行くのがいいだろう」

　皇帝が腹を決めて発言する。

「ではそのように進めましょう」

　宰相は顔色がすぐれないまま言う。

　各方面に根回しをするのは、彼の役目だった。

「では二人にはあとで連絡するから、それまで別室にて待機してもらおう」

　宰相は二人に言い、アリアはリリの手を引いて出ていく。

　宰相が目配せをして、女性の宮廷書記官の一人が姉妹の後を追った。







第二話　使節団の話




「では今度こそ次の議題に入ろう。近隣諸国との件だ」

　と皇帝は言う。

「『インヴァズィオーン』が現実となるなら、わが国だけで対処できるとはかぎらぬ」

「いくらバルトロメウスとヴィルヘミーナがいるからと言って、それだけでは……」

　と宰さい相しようも嘆なげくように続く。

「世界を滅亡寸前まで追いやったという大規模な侵攻ですからね」

　クロードは淡々と同意する。

「むしろ俺らだけで対処するほうが変だろ。他の奴やつらにもやらせろよ」

　マヌエルは冷たく提案した。

「同感ですわね」

　シドーニエも言う。

　彼らは最強の自負を持つが、自信過剰ではない。

　自分たちだけで世界の危機を救えるとうぬぼれてもいなかった。

「手を結べそうな国ですか。エルフの『シュタルク・オルドヌング』以外にどこかあるでしょうか？」

　バルは疑問を投げかける。

「難しいな」

　と皇帝は嘆息した。

「世界の危機と分かっても争い続けるほど愚かな国は少ないだろうが、世界の危機だと分かってくれるかどうか」

　宰相が主君の意を汲くんで発言する。

「外交については俺ら専門外ですぜ？」

　マヌエルが肩をすくめた。

　バルも同意見である。

　ただ、彼は切り捨てたりはしない。

「外交上で必要なら、その時は我々に声をかけてもらえれば」

「それくらいでしょうね。わたくしたちの存在は」

　シドーニエはバルに同調する。

「うむ。そなたらの協力が必要になったら、その時は知らせよう」

　皇帝はそう言い、バルとミーナを見た。

「というわけでさっそく提案がある」

「私たちですか？」

　視線の意味に気づいていたバルがたずねる。

「そうだ。『シュタルク・オルドヌング』が相手だからな。そなたら二名が適切だと判断した」

「なるほど」

　皇帝の言葉にバルはうなずく。

『シュタルク・オルドヌング』はミーナの故郷だし、バルも行ったことがある。

　彼らが最適と考えるのは自然なことだ。

「使節として行けばよいのですか？」

「いや、少し違う」

　皇帝はバルの問いに首を横に振る。

「正使は皇族の誰かを送る。そなたらには護衛として同行してもらいたい」

「私とミーナがですか？」

　バルは目を丸くした。

「護衛としては過剰ではないか？」

　ミーナが疑問をぶつける。

「それだけこちらが重視しているという意思表示をしておきたい」

　と皇帝は告げる。

「私とミーナを送れば、たしかに意思表示はできるでしょうね」

　バルは認めた。

　過剰な戦力と言っても、彼ら二名で訪れたことはすでにある。

　そしてその件は皇帝に報告していた。

（だからこそか）

　とバルは推測する。

「皇族はどなたがいらっしゃるのですか？」

　納得した彼は次の問いに移った。

「まだ決めていないが、アドリアンかベアーテを考えている」

　皇帝の返答は無難で、予想しやすいものである。

　というか、外国に送っても不安がないのはこの二人くらいだ。

「他の面子メンツはあきらかに教育に失敗したからな」

　ミーナが冷たく皮肉る。

　彼女はこういう時でも容赦がない。

「まったくだ」

　皇帝は怒らず恥じ入る。

　欠点はいくつもあるが、度量の大きさだけはミーナも否定できない。

「アドリアンに行かせたいところだが、ベアーテのほうが良い気もする」

　皇帝はそう言ってちらりとミーナを見る。

　ベアーテが意外とミーナと相性が悪くない点を考慮しているのだろう。

「私も賛成します」

　とバルは言った。

　彼としてもいちいちミーナをたしなめなくてよいなら、それに越したことはない。

「ただ、それだと別の懸念がございますな」

　宰相が憂うれいを浮かべて言う。

　彼が言いたいことを察することができなかったのは、この場にはいなかった。

　ベアーテは自由すぎる。

　皇帝すら制御できず頭をかかえるほどに。

「ベアーテ皇女に使節が務まるのか、正直難しいと思われますが」

　クロードが渋面で遠慮がちに指摘する。

　言わざるを得ないとその両目に書いてあった。

「だが、何もさせず遊ばすわけにもいくまい」

　皇帝はそう答える。

　正論だった。

「皇族が皇族として遇されるのは、国益のために働くことだ」

　と彼は言う。

　少なくとも帝国ではそうなっている。

　残念ながら例外は何人もいるのだが、だからこそこれ以上増やしたくないという思いがあった。

「ベアーテなら、他種族とであれば案外上手うまくやれるかもしれぬ」

　皇帝の発言には期待よりも願望が多めに含まれている。

　バルを含めてほとんどの者がそう思う。

「貴様の願望か。情けない話だな」

　と辛しん辣らつに言ったのはもちろんミーナだ。

　彼女以外、誰も皇帝にこんな言い方はしない。

「ミーナ」

　バルがたしなめる。

　ミーナは彼に一礼したものの、珍しく引き下がらなかった。

「もう少し信じてやったらどうだ」

　そう言ったのである。

　これにはバルと皇帝が虚きよを突かれた。

「うん、そうだな」

　皇帝はうなずき、バルはミーナを見やる。

「ベアーテ皇女には期待しているのか？」

「ええ。彼女にとってこの国の宮廷は息苦しいのではないかと、そう考えるくらいには」

　ミーナはバルに対してはっきりと告げた。

「そんなにか」

　ミーナがバル以外に肩入れをするような発言は非常に珍しい。

　と言うより、ほとんどの者にとっては初体験だろう。

　現に皇帝とバル以外は啞あ然ぜんとしている。

「ヴィルヘミーナの評価は無視できぬな」

　皇帝はそう言った。

「ベアーテ殿下の真価を、我々は測れていなかったということでしょうか」

　宰相が考え込む顔で言う。

「失礼ながらヴィルヘミーナと意気投合したからと言って、殿下の評価を改めてよいとはならないかと存じます」

　クロードが発言する。

「同感だな」

　と言ったのはバルだった。

「バルトロメウスもそう思うか」

　皇帝は何かを考える顔になる。

　少しの時間を置いて、彼は口を開いた。

「だが、試してみる価値はあるように思う。ベアーテを正使とするよう、話を進めてくれ」

「はっ」

　宰相が深々と一礼し、話は決まる。

「私とバルトロメウス様が不在の間、この国の防御力が低下するのが懸念と言えば懸念だが」

　ミーナが冷淡に言った。

「わたくしたちだけじゃ不安ってさすがに言いすぎではなくて？」

　と彼女に言い返したのはシドーニエだった。

「たしかにわたくしたちだけじゃ、あなたたちには勝てないでしょうけど、それでも国の一つや二つくらいは何とかなるはずでしてよ？」

　彼女の言葉にクロードとマヌエルがうなずく。

「元げん帥すいくらいならクロードとマヌエル、シドーニエで対処できるはずだ」

　バルはそう言った。

「それ以上が来る可能性はゼロではないが、今のところ可能性は低いだろう」

「御ぎよ意い」

　ミーナは彼の言葉に同意する。

　要するに彼女は他の八神輝レーヴアテインにいやみを言っただけだった。

「勘弁してくれ」

　それに気づいた皇帝が胃をなでながらつぶやく。

　宰相も似たような顔だ。

「私たちは先に失礼しましょう」

　バルがそう言って助け船を出す。

「私たちがいない間、防衛の見直しや相談があるでしょうから」

　と言ってからバルはミーナに目で合図を送る。

　そして彼らは並んで部屋を退出した。

　バルとミーナが右側に向かって歩き出した時、小さな影がミーナの前に現れる。

　アリアの妹リリだった。

「わたしにまじゅつ、おしえて」

　彼女はまっすぐにミーナを見あげた。

「私に？」

　ミーナは足を止めてやわらかい口調で応じる。

　たまたま通りかかった侍女が意外そうな顔になった。

　しかし、すぐに表情を消して仕事に戻る。

「うん」

　リリは真剣な顔でうなずく。

「なぜ？」

　ミーナは優しくたずねる。

「おねえちゃん、きっとわたしのためにむりしてる」

　リリは悲しそうな瞳でつぶやく。

（この子は……）

　バルは思わず出そうになった言葉を飲み込む。

　アリアが何をしているのか、うすうす気づいていたのだろう。

「まだ幼いから同席させても平気だというのは、甘かったな」

「大したものですね」

　バルのつぶやきにミーナはうなずく。

　もっとも彼女が口にしたのはリリに対する称賛だった。

「それで？」

　バルが優しく話しかけると、リリはミーナから彼に視線を移して言う。

「こんどはわたしがおねえちゃん助けるの」

「そうか」

　リリの目には決意の光が宿っている。

　幼いながらも説得は困難そうだとバルは感じた。

「どう思う、ミーナ？」

　バルはミーナに聞く。

「難しいですね。この年だと魔術師の素養が目覚めてない可能性もあります」

　ミーナは率直に答える。

「そうなんだよな」

　バルはそっと息を吐く。

「何とかしてやりたいが」

　アリアとリリの姉妹を助ける決断をしたのは彼だ。

　だから力になるのは筋だと思う。

「ただ、魔術は専門外なんだよな」

　バルはそう言ってから違和感を抱く。

「リリはそれに気づいていたのか？」

　だからバルではなく、ミーナをまっすぐ見つめていたのか。

　ミーナも眉を動かす。

「そのようなことがあり得るのでしょうか？」

　何の素養もない人間が、バルよりもミーナのほうが魔術に長たけていると見抜くことはできるのだろうか。

「私はこの子の前で魔術を使えないと言った覚えはないからな」

「ええ、そのはずです」

　バルが抱いた違和感は、ミーナも気づいている。

「それとも私のことを知っているのですか？」

　と彼女はたずねた。

　彼女が《断罪の女神》ヴィルヘミーナだと気づいているのであれば、謎なぞは解ける。

「？　エルフのおねえさん？」

　リリはよく分かっていなそうな顔だった。

　バルとミーナは顔を見合わせる。

「これは相当なんじゃないか？」

　バルの言葉にミーナはうなずいた。

「逸材かもしれませんね」

　ミーナがそう返した時、アリアの声が聞こえる。

「リリー？　どこにいるの？」

　彼女の必死な様子に、バルはあることに気づいた。

「リリ。お姉さんに黙って来たんだね？」

　バルの問いに少女は首肯する。

「うん。おねえちゃん、たぶんいやがるから。わたしにあぶないことしてほしくないって」

「そっか」

　バルはとっさに反応に迷った。

（姉に黙って危ないことをしてはいけない、なんてこの子は分かっているのだろうな）

　リリからは幼いながらも聡そう明めいで気高い意志を感じる。

　年端もいかない少女だとあなどることはできない。

「いいだろう」

　バルはそう返事する。

「？？」

　リリはきょとんとした。

　ミーナに頼んだのにどうして彼が返事をしたのか、理解できない表情である。

「バルトロメウス様」

　ミーナがいいのかと目で問う。

「彼女に言ったのは半分口実だったんだが」

　とバルは自じ嘲ちよう気味に笑う。

「この子が変えてくれるかもしれない」

「……ではそのように」

　バルの期待を感じ取り、ミーナも態度を決める。

「そこにいたの！」

　アリアは駆け寄ってきて、まずリリを抱きしめた。

「黙っていなくならないで、心配するでしょう！」

「ごめんなさい」

　リリは素直に謝る。

　こういうところは年相応だなとバルは思う。

　アリアは彼女の頭を優しくなでたところで、彼らの存在に気づく。

「ば、バルトロメウス……様にヴィルヘミーナ、様？」

　彼女の態度がぎこちないのはやむを得ないだろう。

「お二人が保護してくださったんですか？　ありがとうございます」

　アリアはやや早口に言った。

　妹を守ろうとしているかのような態度である。

「君の妹だが、ミーナが鍛えるというのはどうかな」

「は？」

　バルが単刀直入に切り出すと、アリアは目が点になる。

「この子は将来有望だ。この子はきっとよい戦力になる」

　バルはあえて非情な言い方を選ぶ。

　耳ざわりのよいきれいごとを並べても、アリアが受ける印象に違いは出ないだろう。

「この子を戦力にするの!?」

　当然、アリアは反発する。

「だめなの？」

　彼女に問いかけたのはリリ本人だった。

「リリ」

　アリアの表情がゆがむ。

「わたしもおねえちゃんのちからになりたいよ」

　リリの訴えは幼いながらも真剣だった。

「き、気にしなくていいのよ。子どもが大人の負担になるのは、当たり前のことなんだから！　みんなそうやって大人になったのよ!?」

　アリアは必死に説得を試みる。

　エゴなのは百も承知だ。

　それでもリリを少しでも危険から遠ざけたい。

「心配する気持ちは分かるが、発想を変えたらどうだ？」

　バルはおだやかに話す。

　アリアが反発することは予想できたことだからだ。

「発想を？　変える？」

　あまりにもバルがおだやかなため、アリアは思わず聞き返す。

「誰にも負けないくらいリリが強くなれば、安全になるだろう？」

「……は？」

　アリアは間抜けな顔になる。

　バルが何を言っているのか、すぐには理解できなかった。

「八神輝レーヴアテインになれるくらいの強さを手にしたら、ひとまず安心だとは考えられないか？」

　バルはもう一度言う。

「八神輝レーヴアテイン？　誰が？」

　アリアは大きく目を見開いてうめく。

　彼女の脳は理解を拒絶しているようだった。

「貴様の妹にはそれほど可能性があるということだ。いい加減理解しろ」

　ミーナがじれたように冷ややかな声を叩たたきつける。

「え、噓うそでしょう？」

　アリアはぴくっと体を震わせながらも、それでも信じられないという態度を崩す。

「たしかに可能性の段階だがな」

　バルはそう認め、続きを切り出す。

「だが、実力者ならば帝国は貴族待遇で迎える制度がある。私もミーナもそうだ」

「そ、それは知っているけど」

　アリアは帝国についての知識がある。

　だからバル、ミーナ、マヌエルといった前例を知っていた。

「あずけてみないか？　悪いようにはしない」

　バルの言葉にアリアは迷う。

　単なる移民よりも貴族のほうが、立場も収入もはるかに安定する。

　彼女は現状が吹けば飛ぶ脆もろい立場だと理解していた。

「……ヴィルヘミーナ、様」

「バルトロメウス様の名を汚けがすまねはしない」

　ミーナは言い切った。

　バルのことは信じてもいい。

　そして明らかにバル至上主義なミーナも、信じてもいいのだろう。

「……リリは本当にいいの？」

　それでも聞いてしまうのが、アリアという女性だった。

「いいよ」

　リリは迷わず言い放つ。

「これからはわたしがおねえちゃんをたすけるから」

　幼い妹の決意に、アリアは胸をうたれる。

「実際は十年くらいはかかるぞ」

　ミーナは空気を無視してリリに話しかけた。

「うん」

　リリは承知したと返事をする。

「十年……そ、そうよね」

　アリアはむしろ納得した。

「さすがに五年くらいじゃ無理だろう」

　バルは笑う。

「反省しているわ。誤解したことを」

　アリアは自分の勘違いを認める。

「妹をお願いね」

　彼女はミーナを見つめながら頼み込む。

「言われるまでもない」

　ミーナは淡々として答える。

　特にはりきったところがない様子が、かえってアリアには頼もしく見えた。
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　バルとミーナはアリアとリリを連れてミーナの自宅にやってくる。

「今日からここで暮らすといい」

「わあ！」

　リリは彼女基準で立派な家に目を輝かす。

「私と一緒じゃダメなの？」

　アリアがさっそく抗議する。

「お前が不在の時、妹を守れないだろう？」

　ミーナは冷静に、冷徹な指摘をした。

「そ、それは」

　アリアがひそかに悩んでいたことである。

　万が一、自分がいない間にリリにいやがらせをされたら。

　そういった疑念はどうしてもつきまとう。

「私の家にいるかぎりそんな心配はいらない」

　ミーナは言い切った。

「ミーナにいやがらせをしかける度胸の持ち主なんて、帝国にはいないからな」

　バルが笑いながら言う。

「例外はバルトロメウス様くらいだが、このお方がそんなことをするとでも？」

「思わないわ」

　ミーナの言葉に一理あるとアリアは認める。

　バルだけは信じてもいいのではないかと、少しずつ思うようになっていた。

「ただ、あなたたちがいない場合はどうするの？　二人そろって出撃する時だってあるのでしょう？」

　アリアは疑問をぶつける。

「その時は貴様が面倒を見ればいい。配慮するように宰相に言っておく」

　とミーナは答えた。

　拒否は許さないという態度が鼻につくが、アリアは言い返さない。

　ミーナというエルフはそれほどの立場なのだと、認識する。

「え、ええ。頼りにさせてもらうわ」

　アリアはうなずいた。

「リリに会いに来てもいいのよね？」

「当然だろう？」

　アリアの確認にミーナは即答する。

「この子にさびしい思いをさせるな」

「あ、はい」

　アリアはミーナの顔から母性を感じた。

　意外だと思いかけたが、最初からミーナはリリに対して優しかったと思いなおす。

「ヴぃるへ？」

　リリがミーナの名前を呼ぼうとして、上手うまく言えず首をかしげる。

「ヴィルヘミーナだ。そのうち言えるようになってもらうぞ」

「うん！　うぃるへみーなさま！」

　リリは笑顔で言い、ミーナはそっと息を吐き出す。

「わりと発音しにくいからな、ミーナの名前は」

　バルが笑いを含んだ声で言った。

「ちいさい子には難易度が高いかもしれませんね」

　とミーナも認める。

　そしてじろりとアリアを見た。

「それで？　いつまでいるつもりだ？」

　リリの手前、口調はやわらかいものの、目は鋭い。

「そうだな。そろそろ戻って宰相に指示をあおいだほうがいいぞ」

　バルは善意で忠告する。

　ミーナと違い追い払う意思はないとアリアも感じた。

「分かったわ。ただ一つ言っておきたいことがあるの」

「何だ？」

　バルが聞くと、アリアは表情をくもらせる。

「《紫し眼がん導どう師し》よ。あの人は男でもあったし女でもあった。そんな不思議な存在だった」

「……男か女か分からないのではなく？」

　バルの言葉に彼女はうなずいた。

「二人いるのか、代替わりしたのか、それも謎なぞ」

　アリアの言葉を聞いてバルはミーナを見る。

「心当たりはあるか？」

「いくつかは」

　ミーナはミーナで考え込む。

「信じてもらえるか分からなかったけど、一応知らせておこうと思って」

「分かった。覚えておこう」

　バルはそう返事する。

　アリアはうなずき、妹に手を振った。

「またね」

「うん、またね！」

　彼女は名残なごり惜おしそうに、リリは笑顔で手を振る。

　アリアの姿が見えなくなったところで、バルも立ち去ろうと足を動かす。

　その直後、ミーナに呼び止められる。

「バルトロメウス様、お時間があるなら、少しつき合っていただけませんか？」

「それはかまわないが……」

　バルはすぐに承知した。

　リリたちに最初に手を差し伸べたのは自分である。

　できる範囲で助けるのが筋というものだろう。

「私にできることはあるか？」

「はい。いろいろと」

　バルの問いにミーナはあいまいに答える。

「と言うと？」

　バルは続きを促うながす。

「この子には見て学ぶということをしてもらいたいのです。つまり私が魔術を使い、それを受け止める相手が必要になります」

　ミーナは説明してまっすぐに彼を見つめる。

「私の魔術を受け止めることができるのは、世界は広くともバルトロメウス様のみです」

「なるほどな」

　バルは納得した。

　ミーナがどの程度の力でやるつもりなのかは分からないが、バル以外だと不安が残るのは事実である。

「それにこの子くらい感知力があれば、バル様の異能も見て学べるかもしれません」

「楽しみだな」

　ミーナの予想にバルは仮面の下で笑う。

　力ある者は歓迎したいのが彼の本音だ。

　帝国は領土が広く、敵は多い。

　貪どん欲よくと思われたり他国に警戒されようとも、一人でも多くの猛も者さが必要だった。

「わたしは何をすればいいの？」

「まずは見ていろ。分からなければやり方を変える」

　ミーナとバルはリリを連れて屋敷の門をくぐったところで、彼女を置いて庭の中央付近に移動する。

　リリからは五メートルほど、お互いは三メートルほど離れたところで向き合う。

「こうして向き合うのはあの時以来になるか？」

　バルの言葉にミーナはうなずいた。

「ええ。愚かだったころの私がバル様に挑み、そして敗れた日以来ですね」

　ミーナはなつかしそうに目を細める。

　彼らの会話を聞いたリリは意外に思う。

　仲がいい、と言うより一方的にバルに服従しているように見えるミーナだ。

（なのに戦ったことがあるの？）

　と不思議である。

「今日はあそこまでやらないぞ。帝都が危ないからな」

　バルは淡々と告げた。

「もちろんです」

　ミーナはちらりとリリを見た。

「あの戦いでは、この子はついてこられないでしょうし」

「そうだな」

　バルが答えると、ミーナは右手を宙にかざす。

　すると空間が揺れて赤い宝石がはめ込まれた白い杖つえが出現する。

「その杖、久しぶりに見たな」

　バルは言った。

　杖は魔術師の基本装備だが、ミーナはめったに使わない。

「ふふ、バル様相手に杖なしで戦えると思うほど、思いあがっておりませんよ」

　ミーナは笑う。

「では先手は譲ろう。あくまでも魔術を見て覚えてもらうのだからな」

　バルはそう言った。

「御ぎよ意い。まいります」

　ミーナは杖を掲げて早口で詠唱をはじめる。

「水よ、在あれ。火よ、起これ。風よ、猛たけれ」

　彼女の詠唱に従って大きな火の玉、水の玉、渦巻く風が出現する。

「わあ」

　はっきりと分かる魔術を見て、リリは歓声をあげた。

「【三花繚りよう乱らん】」

　ミーナが唱えると、それらの数が十倍、二十倍に増える。

「えええ」

　リリの驚きよう愕がくをよそに、魔術がバルを襲う。

　それを彼は右手だけではたき落とす。

「えええ？」

　リリが目をむいた。

「まじゅつを？」

「よく見なさい」

　そこにミーナが声をかける。

「バル様の右手の部分をね」

　言われた通りにしたリリは、バルの右手にうっすらと光が帯びていることに気づく。

「何、あれ？」

「あれがバル様の異能だ」

　ミーナはそう言ってバルに向きなおる。

「来たれ。世界に散るわが戦友。荒ぶる力となり災いの牙きばを剝むけ」

　ミーナの次の詠唱で風、水、火の精霊たちが活気づく。

「次は精霊魔術か？」

「はい」

　うなずいたミーナの前では無数の弾が出現する。

「し、信じられない」

　リリは圧倒されていた。

「驚いてばかりいるな。感じ取れ。私の一挙手一投足を」

　ミーナは彼女を優しく諭さとす。

「う、うん」

　リリは自分のために行われているのだと思い出し、凝視する。

「爆はぜよ」

　ミーナの命令で各属性の力を帯びた弾は豪雨のごとくバルに降り注ぐ。

「だ、大丈夫なの？」

　リリは思わず心配の声を出してしまう。

　普通なら死ぬ、と彼女は思ったのだ。

　バルの姿は魔術が起こした土煙と光に消える。

「この程度で傷を負うバル様じゃない」

　ミーナは誇らしげに、そして自信たっぷりに言い切った。

「まあな」

　とバルは悠然とした声で応じる。

　姿が見えた時、バルは無傷のままだった。

「す、すごい！　何で！」

　リリは好奇心で目を輝かす。

「ミーナよ、今のはやりすぎだっただろう？」

　バルは嘆息して注意する。

　リリに見えないのでは意味がないからだ。

「は、はい。申し訳ありませんでした」

　ミーナはしゅんとして謝る。

「分かればいい。次はもっと数を減らせ」

　威力を落とせとは言わないのがバルらしい。

　ミーナはそう思い、こくりとうなずく。

「分かりやすくいこう」

　ミーナは目を閉じて詠唱をはじめる。

「時の流れの中にたゆたう大いなる力よ、古きかなたに埋もれし理ことわりの力よ」

　すると彼女の体から膨大な魔力が立ち上った。

「す、すごいまりょく」

　見ているリリが圧倒され、ごくりとつぶやく。

「特に修行したわけじゃないのに、はっきりと感じ取れるのか」

　とバルは感心する。

　強大な魔力と言っても凡人にはイマイチ分からないものだ。

　修行をせずに感じ取れるならば、やはり将来有望と言えるだろう。

「【ラグナロクブレード】」

　ミーナの前に淡く発光している青色の巨大な剣が浮かび上がる。

　そしてバルに向かって飛んでいく。

「ただの手合わせで使う魔術じゃないだろう」

　バルは苦笑する。

　自分への信頼の表れだと分かっていても、苦笑するしかなかった。

「【パリエス】」

　彼が名を告げると、前方に金色の光の壁が出現する。

　青い剣と金色の光の壁がぶつかり合う。

「きゃっ」

　両者の魔力の激しい衝突に、リリは転んでしまった。

「威力も抑えろと言うべきだったな」

　バルは彼女を見てそう言う。

「ご、ごめんなさい」

　ミーナは魔術を消してしゅんとなる。

「はりきりすぎて空回り中だな」

　バルはそう分析した。

「久しぶりの手合わせがそんなにうれしかったか？」

　彼はまったくの鈍感というわけではないため、ミーナがどうしてそのような失敗をするのか推測できる。

「は、はい。まことに申し訳ございません」

　ミーナは真っ赤になって目を伏せて改めて謝罪する。

「うぃるへみーなさま、何かかわいい」

　見ていたリリがぽつりと言う。

「なっ？」

　ミーナはいちじるしく動揺する。

「な、何を言う？」

　威厳がないのはたしかだなとバルは思ったが、言わなかった。

　彼が今言うのは追い打ちもいいところだったから、避けたのである。

「いいじゃないか。恐れられてばかりよりもな」

　かわりにからかうような言い方をした。

「そうなのでしょうか？」

　ミーナは首をかしげる。

「国の最大戦力が味方に恐れられているばかりなのは、少し困るな」

　とバルは真面目な口調で言った。

「私は二番で、一番はバル様だと思いますが、気をつけます」

　ミーナは神妙な顔で応じる。

「うぃるへみーなしゃま、やさしいのに？」

　リリが首をかしげた。

　ミーナは困ってバルを見る。

「強いと時として怖がられてしまうのさ」

　バルはリリに優しく教えた。

「ふうん？」

　リリは分かったような、分かってないような顔になる。

「そういうのは嫌かな？」

　バルはリリにたずねてみた。

　少女はちょっと考え込む。

「いやだけど、おねえちゃんまもれないほうがいや」

　芯の通った返答だった。

「立派だな。こういう子が国の将来をになうんじゃないかな」

　バルがミーナに話しかける。

「御意。バル様の慧けい眼がんに恐れ入りました」

　ミーナは本気で感心しているようだった。

　だからこそバルは苦笑する。

「ただの偶然さ。見殺しにするのは忍びないと思っただけだ」

「運も実力のうちと申しましょう」

　ミーナは譲らなかった。

「そうだな」

　バルはうなずいて戦闘態勢に戻る。

　と言っても少し足を開いただけだ。

「続きですね」

　それでもミーナには十分である。

「私からもいくぞ？」

　とバルは予告した。

「はい」

　ミーナは短く返事したが、顔に緊張が走る。

「【エルブス】」

　バルの両手から光の柱が線状に走り、彼女のところへ飛んでいく。

「【六彩の盾】」

　ミーナは白、黒、赤、青、緑、茶の色がついた円状の盾を展開する。

　バルが放った光線を盾が塞ふさぐが、軋きしむような音が響く。

　盾は悲鳴をあげながらも、バルの攻撃を防ぎ切った。

「さすがだな」

　と彼はつぶやく。

　攻撃を耐えられたことはゲパルトゥ以来だが、防がれた経験はあまりない。

「杖がなかったら危なかったかもしれません」

　ミーナはそう応じる。

　本心だった。

「そうだな。少し威力を出しすぎたか」

　バルは反省する。

　相手がミーナということで、彼もあまり手加減をしなかった。

　彼らが全力を出す機会はそれだけ少ない。

「なんかすごい」

　リリはきらきらと目を輝かせている。

　幼い彼女にも二人のぶつかり合いが特別だと伝わったようだ。

「観客がこう言ってるし、次いこう」

「御意」

　バルにミーナはうなずき、杖をかまえる。

「では私の番ですね」

　彼女はそう宣言してから詠唱をはじめた。

「天に輝くは父の手、地にひしめくは母の腕」

「おいおい、それって？」

　ミーナの詠唱を聞いたバルは苦笑する。

　かつて本気で戦った時にも聞いた魔術の詠唱だった。

「それは撃たせないほうがいいな」

　バルは受け止めるスタイルを止やめ、大地を蹴ける。

　半瞬にも満たぬ速さで彼女の右横に回り込み、至近距離から光の弾を二十発撃ち込む。

「【シールド】」

　ミーナはそれを別の魔術で防ぐ。

「並行展開か」

　バルは舌打ちする。

「へいこう？」

　リリは初耳だったのだろう。

　きょとんとしている。

「魔術の並行展開とは、ある魔術の発動準備をしながらも別の魔術を展開させることだ」

　とバルは答えた。

「一つの魔術を維持しつつ、別の魔術を発動させるのは脳に負荷がかかる。いつかは覚えてもらいたいけどね」

　ミーナもリリに説明してからバルに言う。

「その程度の攻撃では突破できませんよ？　【スターシュート】」

　彼女はリリに説明しつつ、大魔術の準備をしつつ、さらにけん制用の魔術を放ったのである。

　光の魔術が四発、流星のようにバルを襲う。

「その言葉はそのまま返す」

　彼はやはり光弾を撃ち出し、ミーナの魔術を相そう殺さいする。

「光と光だと分かりにくいかもな」

　そう指摘し、彼はミーナの懐に飛び込んで右の正拳突きを放つ。

「【アイギス】」

　ミーナが展開した銀色に輝く壁がそれを阻む。

　バルはあきらめて距離をとる。

「さすがだな。手が痛い」

　彼がそう言うと、ミーナは笑う。

「全力だったら叩たたき壊こわせたでしょう？」

　お互い手加減していることは分かっている。

「すごい、すごい」

　リリは無邪気に手を叩く。

「うぃるへみーなさま、まじゅつしなのにセッキンセン、できるんだ」

「魔術師は殴られると脆もろいなんて、誰が決めた？」

　ミーナは冷たく笑う。

「ミーナと出会うまでは、私も同じことを思っていたよ」

　とバルは言った。

　実際、ミーナの対応能力は衝撃的である。

「そうおっしゃるバル様は、けっして決めつけてはいなかったとお見受けしますが」

　ミーナは敬意のこもったまなざしで彼を見る。

「今は止めよう」

「……そうですね」

　リリがいるのだから、彼女が分からない話ばかりするのはまずい。

「あまり一度にやっても効果はあがらないと思うんだが、どうなんだ？」

　バルは懸念した点をたずねる。

「たしかにそうかもしれません。今日は初日ですしね」

　とミーナは認めた。

「え、おわり？」

　リリが首をかしげる。

「ああ。もっと見ていたかったかい？」

「うん」

　バルの問いに彼女は笑顔でうなずいた。

「だってふたりともすごかったもの」

「一度に見ても脳と目が疲れるだけだ」

　ミーナが優しく説明する。

「また機会を作ろう」

「うん、きっとね！」

　無邪気に笑うリリにつられ、バルも微笑ほほえむ。

「このあとはどうする？」

　バルはミーナに聞いた。

「私が基礎的な知識から教えていきましょう」

「じゃあ俺はいらないな」

　彼女の返事にバルは言う。

　彼は魔術に関して言えばまったくダメである。

　いても役に立たないだろう。

「はい」

　ミーナは名残惜しそうに返答する。

　私情丸出しだが、それで判断を変えたりはしない。

「リリはこれからおべんきょう？」

「頑張ったらお姉さんのためになるからな」

　リリに対してバルが言うと、彼女はこくりとうなずく。

　幼い使命感は好奇心を上回ったようだ。

「覚えることはたくさんあるぞ」

　ミーナはバルにぺこりと頭を下げ、屋敷に戻っていく。

　バルもまた【転移コイン】を使ってその場を去った。







第四話　スポット制度




　日が経過し、バルは冒険者としての仕事を探しに行く。

「あ、バルさん」

　とうれしそうに声をかけてきたのはイェニーたちだった。

「おや、君たちかい」

　彼が意識を向けると、いつもの三人がそろっている。

「私たちチームを正式に作ったのよ」

「へえ、それはめでたい」

　バルは喜ぶ。

　チーム、もしくはパーティーと呼ばれる冒険者の集団は、作ったところで長続きするとはかぎらないが、それを言うのは野や暮ぼだ。

「で、よかったらバルさんも入ってくれない？」

　三人は上目遣いで見つめてくる。

「なるほど、それで俺を待っていたのか」

　バルは納得した。

　声をかけられたのは、待ち伏せされていたとしか思えないタイミングだったからである。

「うーん」

　バルは迷うふりをした。

　実際のところ、応じられるわけがない。

　それでも即答すれば彼女たちを傷つけてしまうだろう。

「言おうか迷ったんだけど、実は俺って六級にあがったんだ」

「え、そうなの!?」

　イェニーとエーファが目を丸くする。

　その横でヘレナが指摘した。

「うん、ニエベさんが言ってたよ」

「聞いてなかった……」

　イェニーたちは肩を落とす。

　聞いていたニエベは怒らず、苦笑している。

「六級と七級が組むのは問題ないかもしれないが」

　とバルはゆっくり説明した。
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「最後まで言わないで」

　立ち直ったエーファが制止する。

「六級にあがってから、改めて申し込むわ」

「そうだよね。それがいいよね」

　イェニーとヘレナもうなずく。

「それならまあ」

　バルは言葉を濁す。

　はっきりと断ったほうがいいかもしれない。

（だが、どうするべきか？）

　と悩む。

　エーファたちがあがるまでまだ猶ゆう予よはあるだろう。

　その時までに考えておこうと思った。

「今日の用はそれだけかい？」

　そのことは態度に出さず、バルは彼女たちに聞く。

「ううん、よかったら一緒に依頼をどう？」

「正式にチームを組んでなくても、問題はないですよね？」

　エーファがまず誘い、次にヘレナが確認してくる。

　息があった連携だ。

「まあ報酬の分配の問題があるだけだからな」

　バルは肯定する。

　彼女たちが言うチームの一員にはなれない以上、依頼を一緒にこなすことまで断る必要はないかと判断した。

「わーい！」

「やったね！」

「これで今回の依頼も達成です」

　三者三様に喜ぶ姿を見て微笑ほほえましく思う。

「ちょっと期待されすぎな気はするんだが」

　謙けん遜そんすると、三人組ではなくニエベが言った。

「むしろバルさんはご自分のことを過小評価しすぎですよ」

「同感！」

　三人の勢いをバルは無言で受け止める。

「君たちにはかなわないかな」

　そう言って微笑んだ。

「えへへ、バルさんに勝った」

　イェニーがそう言うが、ヘレナは首をかしげる。

「今のはちょっと違うような」

「まあいいじゃない」

　エーファが答えて、バルに提案した。

「じゃあ都合がいい時だけ仲間になるスポットパーティーでどうですか？」

「なるほど、スポット制度か」

　バルは彼女に感心する。

　スポット制度は限定的にパーティーを組む制度だ。

「ニエベさんに教わりました」

　ヘレナが照れくさそうに話す。

「だろうな。知ってる人に教えを乞こうのはいい心がけだよ」

　とバルは褒める。

「スポット制度は故郷から離れられない、日帰りでしか冒険できない事情がある者を柔軟に受け入れるために考案されたって言われてますよね」

　ニエベの言葉に三人娘はうなずく。

「この制度なら、バルさんがいい時だけ私たちの仲間になってくれるでしょ？」

「そうだな。俺に異論はないよ」

　バルは申し出を受けることにした。

（見事に断る理由をつぶされたな。この子たちも成長しているのか）

　と喜びながら。

「じゃあバルさんは私たち『野を駆けるリス』のスポットメンバーね」

　エーファが告げる。

「ああ。ニエベちゃん、手続きを頼む」

「かしこまりました」

　ニエベはさっそく書類を取りに行く。

「ところで今日はどんな依頼なんだ？」

「薬草つみです」

　ヘレナがバルの問いに答える。

「薬草つみか。手堅いな」

「うん。手堅くいくのが大切なんでしょ？」

　エーファの問いにバルは首を縦に振った。

「そうだよ。見違えるほど成長したな」

「えへへ、私たちだっていつまでも子どもじゃないもの」

　三人娘は誇らしげに胸を張る。

「うん、頼りにさせてもらおう」

　とバルが言うと、三人娘は笑う。

「またまたー」

「私たちがバルさんを頼りにさせてもらうのよ」

　彼女たちはそれが当然だと思っているようだ。

「それはどうかな？」

　そこでバルは疑問を投げかける。

「俺だって君たちを頼ることがあるかもしれないよ」

「そうですか？」

　ヘレナがきょとんとする。

「そんな日、来るのかなあ？」

　エーファとイェニーは可愛かわいらしく首をかしげた。

「来ないと困るよ」

　バルは苦笑する。

「そうね。いつまでもバルさんに頼りっぱなしの冒険者というのは困るわね」

　ニエベも同意した。

「ええー」

　三人娘は納得がいかないようである。

（まだ甘えたい盛りなのか？）

　とバルは思った。

「まあいきなりとは言わないが、君たちもそのうち後輩の面倒を見る立場になっていくわけだから」

「ああ、そっか」

　彼の言葉にヘレナがうなずく。

「先を考えたらそうなるね」

　エーファも理解する。

「後輩かあ。そのうちできるのかな」

　想像できないという態度のイェニーに、

「できるさ」

　とバルは優しく言った。

　そしてニエベを見る。

「ニエベちゃん、今年の新人定着率はどうなった？」

「えっとですね。登録したのが二十組、今も問題なく活動しているのは十三組ですね」

　ニエベはすぐに回答した。

「覚えてるんだ」

「ニエベさんすごい」

　三人娘は目を丸くする。

「この程度は基本の範はん疇ちゆうなので」

　ニエベはにこりと笑ったが、すぐに笑みをひっこめた。

「わりと深刻でしょう？」

「と言うと？」

　エーファが首をかしげる。

「二十組中七組が脱落したこと。まだ半年も経たってないのよ？」

「ほ、本当だ」

「言われてみれば」

　エーファとイェニーはハッとし、顔を青くする。

「私たちもバルさんがいなかったら……」

　とヘレナが悲しそうに言った。

「新人の死亡率が最も高いのはどこも同じなのよね」

　ニエベが悲しそうにため息をつく。

「その次に死亡率が高いのは分かるかな、三人とも？」

　バルが三人娘にたずねる。

「えっと」

　エーファとイェニーは言葉に詰まってしまい、ヘレナが自信なさそうに言った。

「もしかして中堅にあがったあたりですか？　たとえば六級から五級、もしくは五級から四級とか」

「正解」

　とニエベが言う。

「五級から四級になると、また死亡率があがるのよね。強くなった、成長したという気持ちが慎重さを失わせるのかしら？」

　彼女には冒険者の気持ちは分からない。

　ただ、無事に帰ってきてほしいと願うだけだ。

「俺には無縁だけど、君たちは覚えておいてほしいな」

　バルが三人娘に言う。

「きっと忘れちゃいます」

　エーファが冗談っぽく返答する。

「うん？」

　バルが顔をしかめると、彼女はにこりと笑う。

「でもスポットメンバーがしっかりしてれば大丈夫です」

「そういうことか」

　バルは彼女が言いたいことを察して苦笑する。

「末永くお世話になりまぁす」

　イェニーが甘えるような声を出す。

「世話になる前提で言われてもな」

　バルは笑みを消して言った。

「俺がいると成長の邪魔になると判断した場合、ぬけさせてもらうぞ」

「ええー？」

　三人娘は抗議の声をあげる。

「当然でしょう」

　ニエベがあきれて口を挟む。

「足りない点を補うためのスポット制度なのよ。悪影響のほうが大きいと判断したら、当然解消させてもらいます」

「そ、そんなあ」

　三人娘は情けない声を出す。

「残念だが、当然だな」

　バルは意図的に突き放す態度をとる。

　ここで甘い顔をしては彼女たちのためにならない。

「そ、そんなことにはならないように頑張ります」

　とヘレナが急いで言う。

「わ、私たちも。ねえ」

　あわててエーファが言い、イェニーがこくこくとうなずく。

　その様子にニエベは吹き出す。

「慕われていますね、バルさん」

「うーん」

　バルは一瞬どう答えるべきか迷う。

　結局、ニエベにではなく三人娘に言った。

「気をつけてくれればいいさ」

　反省しているのだからこれ以上責めることはない、と判断したのだ。

「はい」

　エーファが代表して答えたところで、バルは尋ねる。

「薬草ってどこに採りに行くんだい？」

「フラス川です」

　とヘレナが答えた。

「となるとディジー草かな？」

　バルは予想する。

「はい。その通りです」

　ヘレナは目を丸くした。

「それだけで分かるって、やっぱりバルさんすごいなあ」

　エーファが感嘆の息をこぼす。

「経験さ」

　とバルは笑う。

「私たちもそうなれるかな」

「なれるよ」

　不安そうなヘレナにバルは即答する。

「はい」

　三人がうなずいたところで、『夜空の月げつ桂けい樹じゆ』のメンバーがやってきた。

「あら、バルさん、どうしたの？」

「これから冒険に行くんだよ」

　レナータの問いにバルは応じる。

「ふうん」

　彼女は自分たちを見てぎょっと固まった三人組を見た。

『夜空の月桂樹』は有名なため、彼女たちもすぐに気づいたのである。

「七級冒険者？」

「そうだよ」

　とバルが言う。

「ああ。新人の面倒を見てるんだっけ」

　レナータは思い出してポンと手を叩たたく。

「まあそんなところだな」

　バルは否定しなかったが、エーファは反発する。

「し、新人じゃありません。成長したなってバルさんに褒められたところですし」

　イェニーがハラハラし、ヘレナがオロオロしていた。

「あら、そう」

　レナータはニコリとする。

「じゃあバルさんはなしでもいいんじゃない？」

「えっ」

　エーファはこの切り返しを予想していなかった。

　目を見開いて言葉を失う。

「私たちが行ってもいいわよね？」

　レナータはエーファに挑戦的な瞳を、バルにはいたずらっぽい笑みを向ける。

「若手をからかわないでくれ、レナータ」

　とバルは言う。

　彼女が本気ではないと彼は気づいていた。

「あら」

　レナータは笑う。

「まったく本気じゃないってこともないのよ？」

　彼女はすねたような目でバルを見上げる。

　エーファたちから見て大人の色気がただよう表情だった。

「あう……」

　上級冒険者で大人の魅力にあふれる相手に、三人娘は尻込みしてしまう。

「レナータ？」

　バルが少し強くたしなめると、レナータはペロッと舌を出す。

「ごめんなさーい」

　打って変わって親しみやすい顔になり、三人娘はホッとする。

「おわびに今度、一緒に依頼をこなしましょうか？」

　とレナータは三人娘に提案する。

「え、いいんですか？」

　エーファは目を丸くした。

　他の二人もうれしさ半分、とまどい半分という顔だ。

「ええ」

　レナータが答えたところで、他の仲間が待ったをかける。

「ちょっとレナータ」

「いくらリーダーでも独断で決めるのはよしてくれないか」

　彼女たちの抗議に、レナータはにこりとして言った。

「後進を育てるのも先輩の役目でしょ」

「それはそうだけど……」

　しぶる仲間に彼女はとどめの一撃を出す。

「バルさんだけに負担をかけるのは悪いでしょ？」

「同感ね」

　仲間たちはようやく納得する。

「二級と七級じゃつりあいがとれないにもほどがあるが」

　とバルが懸念を示す。

「そうね。五級か四級相当のものにしましょうか。ニエベ、それでいい？」

　レナータが受付にいるニエベに質問を投げた。

「四級でしたら、先ほど三人に話していた心配事項の解消に役立ちそうですね」

　ニエベは検討に入る。

「それに『夜空の月桂樹』のみなさんと一緒なら、心配はいらないでしょうし」

「任せて。守り切ってあげる」

　レナータは艶あでやかに笑い、他の仲間たちは小さくうなずく。

「何があってもとは言えないけど」

　ヒーラーのエイミが慎重な姿勢を見せる。

「まあ四級の難易度なら、七級の子たちを守りながらでも戦える自信はあるかな」

　と槍やりを持った銀髪の美女、サーラが言った。

「頼もしいですね」

　エーファがあこがれの視線を向ける。

「それだとバルさんが浮きますね」

　ニエベは指摘すると、バルは笑う。

「そのほうがいいんじゃないか。女性同士のほうがやりやすいこともあるだろう」

「それは否定できませんね」

　ニエベが苦笑したのは、『野を駆けるリス』と『夜空の月桂樹』のメンバーの心理を推測したからだ。

「ところで『夜空の月桂樹』は、今日はどうしたんだい？」

　頃合いを見計らってバルが聞く。

「依頼を請けに来たんですよ」

　とエイミが話す。

「だからバルさんたちに同行できるわよ？」

　レナータが上目遣いでバルを見る。

「無理だな」

　バルは笑いながら返答した。

「七級の依頼ですからね」

　とヘレナが遠慮がちに言う。

「二級の方にこなしていただきたい依頼、残念ながらあるのですよね」

　ニエベのほうは遠慮なく告げる。

「分かったわ」

　レナータはあっさりと引き下がった。
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『夜空の月げつ桂けい樹じゆ』と別れ、ギルドから出たところでエーファが話しかける。

「さすがバルさん、二級冒険者とも知り合いなんですね」

「ああ。最近知り合ってね」

　とバルは簡単に理由を話す。

「へえ、そんなことが」

　イェニーとエーファは感心する。

「それって選ばれること自体、すごいやつじゃ？」

　とヘレナが指摘した。

「そうなんだ」

「すごい！」

　イェニーとエーファがキラキラとした目になった。

「そうなのかな」

　バルはとぼける。

　彼のふだんの立ち位置では、詳しく知らなくても変ではない。

「そうですよ。現に呼ばれてない人が多いですもん」

　ヘレナは尊敬の念を込めてバルを見た。

「そうですよ！」

「すごいことじゃないですか！」

　イェニーとエーファも彼を称たたえる。

「ありがとう」

　バルは無難に返す。

「だが、そろそろ本来の目的を思い出してほしい」

　そして優しく言った。

「あ、はい」

　三人は依頼のことを思い出す。

「バルさんって浮ついたところがないですよね」

　とヘレナがつぶやく。

「これが大人の落ち着きかしら」

　エーファが感嘆の息を漏らす。

「かっこいい」

　イェニーは直接的に表現する。

「こんなカッコいい大人になりたいよね」

　と三人は笑いあう。

　バルは黙って三人の意識が切り替わるのを待つ。

　何度も促うながせばよいとはかぎらない。

　そう判断してのことだった。

「ごめんなさい」

　やがて三人は自主的に気づき、バルに詫わびる。

「三人なら気づいてくれると信じていたよ」

　彼はそう答えた。

「ありがとうございます」

　三人はホッとして口元をほころばせる。

「じゃあ向かおう。北だったな」

　バルの号令で三人は出発した。

「冒険と言ってもまだ気軽に行ける距離ですよね」

　とイェニーが言う。

「そりゃ何日もかかる距離だと、相応の装備が必要になるからな」

　バルは答えた。

　七級冒険者が行けるとすれば、せいぜい三泊くらいで限界だろう。

　安全性を考慮したらの話だが。

「安全で出費が少ない依頼をコツコツこなすのが大事なんですよね」

　とエーファが言う。

　初めて彼女と会った時と比べれば、ほぼ別人の意見である。

「そうだ。出費を抑えてお金を貯ためればいい装備が買える。すると多少の無む茶ちやはできるようになるからな」

　バルは解説付きで肯定した。

「意外と理解できない新人は多いってニエベさんが嘆なげいてました」

　ヘレナが言う。

「だろうな」

　バルはニエベの苦労を知っている。

　彼女の努力で新人の死亡率が下がっていることも。

「バルさんは今六級なんでしたっけ？」

　とエーファが聞く。

「ああ。気づいたらあがっていた」

　バルは苦笑気味に言う。

「すごいよね」

　エーファが称える。

「おめでとう！」

　イェニーが拍手をした。

「ありがとう」

　純粋なお祝いの言葉をバルは笑顔で受け止める。

「私たちもあがりたいなー」

「やっぱり五級くらいまであがらないと、楽にならないもんね」

　イェニーとエーファの発言は切実だった。

　新人が無茶をするのは、七級は儲もうからないという悲しい理由も存在する。

「あわてなくていい」

　とバルは言ったが、自分が言っても説得力はないだろうなと思う。

　意図的に冒険者ランクをあげていない彼だが、事情を知らない第三者からすれば、何年たってもあがらない者もいるという例に見える。

（……だから断り切れなかったんだが）

　バルは少し反省していた。

（五級くらいまではあがっておいたほうがいいかもしれん）

　という気がしている。

　今度、タイミングを見てイェレミニアスに相談しておこうと思う。

　四人は徒歩で目的地へ向けずっと歩いていく。

「バルさん」

　途中でヘレナに呼びかけられる。

「道中で草花を摘つんでもいいですか？」

「へえ」

　とバルは笑う。

　以前の彼女たちではまず思いつかなかったことだ。

「どんなものを摘む？」

　バルは試そうと聞く。

「セレセレ草です」

　とヘレナが道端に生えている、ピンクの花をつけた草を指さす。

「いくつかの草を混ぜて煎せんじたら、毒消しになるんですよね」

「そうだ。よく勉強したな」

　バルは褒める。

「えへへ」

　ヘレナはうれしそうに相そう好ごうを崩す。

「あ、ずるい！」

「ヘレナだけ褒められてる！」

　エーファとイェニーが抗議の声をあげる。

「ぬけがけは禁止だよ！」

「ぬけがけじゃないもん」

　何やらエーファとヘレナで軽い言い争いがはじまった。

「仕事中だぞ？」

　バルがあきれた声を出すと、二人はピクッと体を震わせて止まる。

「ご、ごめんなさい」

　エーファは謝罪した。

「その点はまだ甘いな」

　バルは苦笑しながら注意する。

（緊張感はないが）

　と彼は思う。

　それだけならば注意すべきだ。

　しかし、彼女たちはさりげなく周囲を警戒している。

（完ぺきではないが、及第ではある）

　ならば注意しなくてもいい。

「普通に過ごしながらの警戒も、上達したな」

　と褒める。

「え、そうですか？」

　エーファはうれしそうに微笑ほほえむ。

「やったね！」

　イェニーは手を叩たたく。

「バルさんやっぱり気づくんですね」

　と言ったヘレナも頰ほおを緩めている。

「強い人じゃないと気づきにくいらしいんだけど」

　エーファはさすがだと笑う。

「まあいろんな人を見てきたからね」

　とバルは何でもないように答える。

　この程度であわてたりはしない。

「君たちがさっき会った『夜空の月桂樹』あたりはもっと上手い」

　彼の言葉に三人は顔を見合わせる。

「私たちやっぱりまだまだなのかな」

　イェニーが嘆く。

「『夜空の月桂樹』なんて大物が出た時点で、成長してるってことじゃない？」

　ヘレナがおずおずと指摘する。

「その通りだよ」

　バルは口を挟む。

「上には上がいるので精進してもらいたいが、君たちの成長はすばらしい」

　改めて、はっきりと褒める。

「えへへ」

　三人はだらしなく頰を緩めた。

　それでも数秒で表情を引きしめる。

「うれしいけど、今は冒険中だもんね」

「うん」

　エーファの言葉に二人がうなずく。

　バルが注意するまでもなかった。

（伸び盛りの若手を見守るのは、これだから止やめられない）

　と彼は思う。

　上級冒険者になるためには天性の素質が必要だ。

　だが、五級冒険者くらいなら、知識と経験で到達できる。

（彼女たちには堅実な五級冒険者を目指してほしい）

　そう思うが、バルは口には出さなかった。

　今の彼女たちは彼がそう言えば、素直に従ってしまうだろう。

　それはそれであまり好ましくない。

（人を育てるのは難しいものだ）

　とバルは改めて実感する。

　皇帝の新しい機関を設立したいという考えには賛成だ。

　しかし、育てられる人材をどうやって確保するかが、頭痛の種となるだろう。

「バルさーん」

　彼の顔をエーファがのぞき込む。

「どうした？」

　バルは落ち着いた様子で応じる。

「てっきり上の空なのかと思ったけど」

　エーファはすぐに反応した彼を見て、あっさり引き下がった。

「だから言ったじゃん、バルさんにかぎってそんなことないって」

　とイェニーが言う。

「そうだよ」

　ヘレナも彼女に同調する。

「まぎらわしかったな。ごめん」

　バルは謝った。

　考えごとに気を取られていたのは事実である。

「いえいえ！」

　エーファは手をすばやく振った。

「ただちょっと珍しいなと思っただけで」

　彼女の言葉にイェニーとヘレナもうなずく。

「まあね。帝国も大変みたいだからね」

　とバルは言った。

　彼女たちもこのまま育てばいっぱしの戦力になるかもしれない。

　期待を込めて話題を振る。

「本当にね」

　エーファはそう言う。

「何でも各地に突然魔物がいっぱい出たんだって？」

　ヘレナが知ってることを口にする。

「私たち、しばらく外に出られなくてつらかったよね」

　イェニーが残念そうに言う。

「バルさんはどうだったんですか？」

　とヘレナが聞く。

「俺もだよ」

　バルはそう答えた。

　これにエーファが首をかしげる。

「あれ、でも召集がかかったんでしょう？」

「ああ、それか」

　バルは彼女たちが正しく把握していないと気づく。

「上級冒険者が安全確認をすすめた後の話だよ」

　と指摘する。

「安全確認が必要な段階じゃ、俺は何もしてないさ」

「なるほど、そうなんですね」

　バルの言葉に三人は納得した。

「てっきりバルさんは特別に呼ばれたのかと」

　ヘレナはそう言ってはにかみ笑いを浮かべる。

「さすがにそれはないよ」

　バルは苦笑した。

　過大評価にもほどがある。

　もっとも彼本来の実力からすれば妥当なくらいだが。

「そっかあ」

　三人はちょっと残念そうだった。

「三人はいつかそんな存在になってくれよ」

　バルは励ます。

「えー!?」

　エーファが大きな声をあげる。

「バルさんも一緒がいいなー」

　とイェニーが言う。

「駄目ですか、四人一緒じゃ？」

　ヘレナが悲しそうに聞く。

「駄目じゃないが」

　バルはそう答えた。

　ここではっきり否定するのは野や暮ぼでしかない。

「じゃあいいじゃない。四人でいけば」

　エーファが明るく言う。

「そうだな」

　バルはひとまず同意する。

「さて、話に区切りがついたところで、一度休憩を入れよう」

「はーい」

　バルの言葉に三人は元気よく答える。

　彼らが選んだのは木の陰だった。

　ちょうど四人分の場所があるし、見晴らしもよい。

「帝都からそんなに離れてないから大丈夫だと思うけど」

　というエーファの言葉をヘレナが受け継ぐ。

「一応しっかり警戒しなきゃね」

　三人はそれぞれ別の方角を向き、お互いの死角を補っている。

「うん。いい感じだな」

　バルは感心した。

　彼女たちの立ち回りはとっくに新人を卒業している。

（あとはランクアップに必要な実績だけか）

　と彼は思う。

　経験を積むだけでは冒険者のランクは上がらない。

　それでは等級を作った意味がないからだ。

「昇格用依頼を請けるつもりはあるのかい？」

　バルは三人にそうたずねる。

「はい」

　エーファが即答した。

「まだ早いですか？」

　ヘレナが不安そうに彼に聞く。

「いや、大丈夫だろうね」

　とバルは言った。

　そのあとで彼はつけ加える。

「もっとも俺は昇格用依頼を請けてないから、断言はできないが」

「ああ、そうでしたね」

　エーファは舌を出す。

「つい忘れちゃうよね」

　イェニーも彼女に同調する。

「バルさんだもん」

　ヘレナはそう言った。

「おいおい、理由になってないよ」

　とバルは苦笑する。

「それだけバルさんはすごいってことよ」

　エーファが自信たっぷりに言い切った。

「ありがたいね」

　バルはそっと息を吐く。

（何だか信頼を越えて、信仰されている感覚だな）

　悪い話ではない。

　しかし、彼女たちのためにならないのではないか。

　そう懸念もある。

（難しいところだな）

　バルはそう思う。

　現状だと彼の言うことには従うため、危険から遠ざけることができる。

（彼女たちが知識と経験を得るまでは……）

　そう考えるが、すぐに別の意見も浮かぶ。

（上級者と触れ合う機会を作ればいいんだよな）

　という考えだ。

（むしろそっちのほうがいいか？）

　内心首をかしげる。

（レナータが一番適任だろうか？）

　一瞬バルは考えてしまった。

　だが、代案は浮かばない。

　タイミングを見て提案してみようと思う。







第六話　スイッチ制度




　何事もなく依頼を完了し、帝都のギルドに戻ってきた。

「とうちゃーく」

　エーファが元気よく声をあげる。

「何もなかったね。それが一番だけど」

　イェニーがほっと息を吐き出す。

　ただし、まだ気を抜いてはいない。

「そうだよね」

　ヘレナも同意するが、やはり緊張感はたもったままだ。

　彼女たちの成長ぶりにバルは目を細める。

（今なら妥当かな？）

　と考えて三人に切り出す。

「思うんだが、上級者とお試しで組むというのはどうだろう？」

「スポット制度の応用ですか？」

　ヘレナが首をかしげる。

「ああ。スイッチ制度というんだが」

「へー、そんな制度が？」

　イェニーが興味ありげな反応を示す。

「後進の面倒を見るのも、上級者の仕事だからね」

　とバルは言う。

「合わない相手だったら？」

　エーファが真面目な顔で聞く。

「その場合何回でも変わるから、スイッチ制度というんだよ」

　バルの説明に三人はうなずいた。

「すぐ交代ってのはいいわね」

　イェニーが乗り気を見せる。

「変な人だったらどうしようって心配あるもんね」

　とヘレナが言う。

「とりあえずニエベちゃんに相談かな」

　バルは告げる。

「彼女ばかり頼って申しわけないが、君たちにとって一番の選択肢のはずだ」

　彼の言葉に三人は首を縦に振った。

　しかし、ヘレナ以外の二人はやや不満そうである。

「バルさん、ニエベさんを信用してるのね？」

　とエーファが言った。

　さぐるような、不満があるような目つきで。

「ああ。君たちを信用してるのと同じくらいにな」

　バルはそう切り返す。

　これには三人は顔を見合わせる。

「バルさん、ずるくない？」

　とエーファが小声で仲間二人にささやく。

「強すぎるわね」

　イェニーが無念そうに同意する。

「何も言えない、最強の切り返し」

　ヘレナは感服していた。

「さて、戻ろう」

　バルは三人に声をかける。

「余裕を感じる」

　エーファが悔しそうに言う。

「まだまだかなわないなあ」

　とイェニーは言い、ヘレナは無言のまま、彼の後に続く。

「お帰りなさい」

　ニエベが笑顔で四人を出迎えてくれる。

「俺はここで待ってるよ」

　バルは言う。

「もう三人でも大丈夫だろう？」

「そうですね」

　彼の言葉に背中を押され、三人はニエベに報告する。

「お疲れ様です。こちらが報酬ですね」

　手際よく処理するニエベに、エーファが話しかけた。

「あの、バルさんにスイッチ制度を教えてもらったんですが」

「あら」

　ニエベは一瞬手を止める。

「まだ少し早い気もしますが……」

　彼女の視線は一瞬宙をさまよう。

　だが、すぐに三人に戻る。

「バルさんが教えたなら、やってみましょうか」

　この言葉に三人はやっぱりなと思う。

　バルは六級と思えないほど信頼されている。

「一応あなたたちの希望を聞く形になりますね」

　とニエベはさらに説明した。

「そうなんですか？」

　イェニーが質問する。

「ええ」

　ニエベがうなずき、理由を話す。

「スイッチ制度は基本的に下級冒険者を育てるためのものですから。もっとも、何でも通るわけじゃないのはご了承ください」

「それは分かります」

　エーファが応じる。

「どうしよっか？」

　イェニーが二人に聞く。

「希望なんて考えてなかったよね」

　ヘレナがみんなの気持ちを代弁する。

「そうですね。私が質問してもいいですか？」

　とニエベが言った。

「そのほうが希望を整理しやすいでしょう」

「それはそうかも」

　エーファがうなずき、ヘレナとイェニーにも異論が出ない。

「では」

　それを見て取ったニエベが咳せきばらいをしてから聞く。

「男性がいいですか、女性がいいですか？」

「女性で」

　エーファが即答する。

「男性はバルさんで間に合ってるし」

　イェニーはそんな言い方をした。

　ヘレナはうなずいたのみである。

「そうですか」

　ニエベは苦笑した。

（バルさんって罪な人よねえ）

　と思うのだが、ここでは言わない。

　言ってはいけないと女の勘が告げている。

「女性だけで構成されてる上級冒険者パーティーはいくつかありますね」

　ニエベには確認するまでもないことだ。

「その中でスイッチ制度を受けてくれそうなパーティーは三組でしょうか」

　この答えに三人は少しとまどう。

「何か少ない気が……」

　エーファが遠慮がちに指摘する。

「めったに帝都にいないので受けられないという意味もありますから」

　ニエベは微笑ほほえんで言った。

「なるほど。一級クラスなら忙しいんでしょうね」

　エーファはうなずく。

「まあ適当にサボってる人もいますが」

　ニエベは正確を期そうとする。

「そういう人、上級冒険者にもいるんですね」

　エーファが目を丸くした。

「意外……」

　ヘレナも驚きを口にする。

「難易度が高いので、休まず働くと体がもたないというやむを得ない理由もあるのですけどね」

　ニエベが理由を告げた。

「そうじゃないただのサボりも、まあやむなしと言いますか」

　彼女の表情は少し苦い。

「多少の特権は認めないと、ということでしょうか？」

　ヘレナがたずねる。

「ええ、まあ」

　ニエベはあいまいにうなずいた。

　冒険者ギルドとは本来、軍などの組織になじめないはみだし者を受け入れるために設立された組織である。

（そういう人たちは、冒険者としてなら真面目に働くのかというと……）

　別にそんなことはないのだ。

「え、じゃあ困ることってないんですか？」

　とエーファが聞く。

「そうでもないですよ」

　ニエベはそう言ってから理由を明かす。

「八神輝レーヴアテインのマヌエル様という方は冒険者出身なんですよ」

「へえ」

　この情報に驚いたのはエーファとイェニーの二人だ。

　ヘレナは知っていたらしく小さくうなずく。

「だから頑張っていれば八神輝レーヴアテインになれるかも、という人は少なくないんです」

　ニエベはそう話す。

「なるほど」

　エーファは納得する。

「すごいもんね、八神輝レーヴアテイン」

　イェニーもそう言った。

　素直に納得しなかったのはヘレナだけだった。

「八神輝レーヴアテインって具体的にどんな人なんですか？」

　彼女はニエベに問う。

「と言うと？」

　彼女の意図を把握しかねたニエベは聞き返す。

「すごく強くて、帝国の最強の奥の手というのは知っているんですけど、みんなが目指すような何かがあるんでしょうか？」

　ヘレナは遠慮がちに聞く。

「ああ、特権ですか？」

　ニエベは直接的な表現を使う。

「は、はい」

　ヘレナは少しひるみながら肯定する。

「私もよく知らないのですが、貴族よりも立場では上だそうですね。うわさによると、証拠さえあれば皇族すら拘束して罪に問えるとか」

　とニエベは言う。

「ええっ!?」

「うそでしょ!?」

「皇族でも？」

　エーファ、イェニー、ヘレナが言う。

　皇族は事実上大きな特権を持っているというのは、彼女たちの間では常識に近い認識だった。

　八神輝レーヴアテインの権限はそれを否定できるとなれば、驚くのも無理はない。

「その分、審査は厳しいはずですよ」

　ニエベの発言に三人は当然だと思う。

「それはそうでしょうね」

「何かやったら、バルトロメウス様が制圧しに来るでしょうし」

　ニエベは少し声を低める。

「バルトロメウス様が……」

　三人の顔色は少し悪くなった。

　バルトロメウスが敵に回ったことを想像したのだろう。

「やっぱりバルトロメウス様が最強なんですね」

　とヘレナが言った。

「その次がヴィルヘミーナ様ってうわさよね」

　エーファも言う。

「お二人の次は？」

　イェニーが聞く。

「さあ？」

　二人は首をかしげる。

「おそらくだけど、クロード様ね」

　ニエベが言う。

「《剣聖》クロード様かあ」

「知ってる」

　エーファとイェニーはうなずいた。

「シドーニエ様やマヌエル様だって強いんじゃ」

　とヘレナが指摘する。

「もうその辺は分からないわね」

　エーファが肩をすくめた。

「たしかに雲の上の世界って感じだわ」

　イェニーがそっとため息をつく。

「話がずいぶんとそれちゃいましたね」

　ニエベが苦笑し、軌道修正を図る。

「上級者に打診は出しておきます。すぐに返事が来るかは分かりませんが」

「大丈夫です」

　エーファが代表して言った。

「受けてもらえたら幸運って感じですよね」

　イェニーとヘレナも納得してる。

「バルさんは誰か知らないのかな？」

　とエーファが疑問を口にした。

「バルさんが？」

　ニエベがちょっと考える。

「あ、ニエベさん、心当たりあります？」

　イェニーが聞く。

「ありますけど」

　ニエベは歯切れ悪く応じる。

　ヘレナはそれでピンとくる。

「もしかして『夜空の月げつ桂けい樹じゆ』の人たちですか？」

　そうたずねた。

「ええ」

　ニエベは仕方なく認める。

「バルさんと最も親しい上級冒険者、さらに女性のみで構成されてる人たちと言えば、他にいません」

「あの人たちかあ」

　エーファが複雑な顔をした。

　何となくそりが合わない。

　そんな予感がするのだ。

　この「何となく」という点が曲くせ者ものである。

「まあまあ」

　ニエベがなだめにかかった。

「あの方たち以外にも女性の冒険者パーティーは存在してますから」

　必ずしも選ぶ必要はないと話す。

「いえ、別にあの人たちじゃダメってわけじゃあ」

　ヘレナが否定する。

「うーん」

　ニエベは困った。

「遠慮なく言ってもらったほうがいいんですが」

　我慢した結果、衝突が起こっては目も当てられない。

　三人は互いの顔を見合わせる。

「ひとまず置いておく？」

「バルさんを待たせてるしね」

　そう相談し合う。

　ニエベが問題の先送りに成功してホッとしたのも束つかの間ま、

「あら、何の話？」

　レナータが顔を見せる。

「レナータさん」

　間の悪さにニエベがさすがに少し硬くなった。

「他のメンバーはどうしたのですか？」

　それもすぐに消し、ニエベはいつもの態度になる。

「休みよ」

　レナータはそう言って、ちらりとバルに視線を向けた。

「バルさんがいるなら、例の子について近況報告でもしようかと」

「例の子？　ああ」

　ニエベはすぐに思い出す。

　救護院に拾われた少年に魔術の素養があり、レナータの師匠が面倒を見ていることを。

「ちょうどバルさんいますね」

　ニエベは苦笑気味に応じる。

「終わったなら、私がもらってもいいわよね？」

　レナータははっきりと言う。

「ちょっと待ってください」

　エーファが彼女に言った。

「あら、どうしたの？」

　レナータはからかうような顔で彼女を見る。

「まだ報酬の分配が終わってません」

「そう？　じゃあ私がバルさんに渡しておくわ」

　レナータは当然という顔で右手を差し出す。

「な、何であなたが渡すんですか？」

　イェニーが言う。

「え、だって私が用あるんだし、いいじゃない？」

　レナータは何が悪いのかという態度だ。

「私たちだって用は終わってないですよ」

　エーファが負けじと応戦する。

「報酬を渡すくらい、誰でもいいでしょ」

　レナータは言い返す。

「つまり私たちでもいいはずです」

　ヘレナはおどおどしながらも、はっきりと言った。

「へえ」

　レナータは愉快そうに笑う。

　そこで見かねたバルが割って入る。

「レナータ、いい加減にしてくれ」

「あら、私が悪いんですか、バルさん？」

　レナータは拗すねた顔を見せる。

　バルはため息をついて、彼女に言った。

「君にその気がなくても、客観的には君が弱い立場の者にいやがらせをしてる。そう誤解されても仕方ないぞ。慎つつしんでくれ」

「はぁい」

　レナータは甘い声を出して首をすくめる。

　そんな彼女のことを、ヘレナ、イェニー、エーファの三人はあきれた顔で見た。

「最初はレナータたちに頼もうと思ったんだが、止やめておいたほうがよさそうだな」

　とバルはニエベに言う。

「そのほうがよさそうですね」

　ニエベも賛成する。

「あら、私やるわよ？」

　レナータは心外そうな声を出す。
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「べー」

　エーファが彼女に舌を出した。

　すっかり彼女を敵視するようになったらしい。

「あら、嫌われたみたいね」

　レナータは肩をすくめる。

　あまり気にしていないようだ。

「悪いのは君だからな。ここは下がってくれ」

「ええ、反省するわ」

　バルに言われてレナータはおとなしく下がる。

　だが、反省してないのは明らかだった。

「バルさん、あんな人と仲良しなの？」

　エーファが上目遣いで見てくる。

「まあいろんなタイプと仲良くできるのが、俺の数少ない長所でね」

　バルは自じ虐ぎやく気味に言った。

「それは違うと思いますけど？」

　エーファが不満そうに否定する。

「そうです、違うと思います」

　イェニーも指摘し、ヘレナがこくこくとうなずく。

「バルさん、それは謙けん遜そんしすぎですよ」

　とニエベが言う。

「バルさん、卑屈気味なところがあるわよね。すごい人なのに」

　レナータまでもが同調する。

　彼女をエーファが見た。

「バルさんのすごいところ、あなた分かるんですか？」

　睨にらむ二歩手前くらいで、喧けん嘩か腰ごしと受け止められても仕方がない。

　しかし、レナータは怒らずうなずく。

「冷静な判断力とたしかな知識。チームに一人はほしいタイプね」

　彼女の言葉を聞いたエーファの顔がやわらかくなる。

「分かってるじゃないですか」

「あなたもね」

　レナータはニコリとした。

　二人の間にあった険悪な空気が消える。

　エーファから敵意が消えたせいだ。

「どっちのほうがバルさんについて詳しいか、勝負する？」

　とレナータが持ちかける。

「それだとあなたのほうが有利では？」

　ヘレナが答えた。

「二級冒険者のくせに、下級相手に有利な条件で勝負を仕かけないでよね」

　イェニーがあきれた顔になる。

「甘いわね」

　レナータは冷笑を返す。

「有利な状況を作るか、変化を待ってから戦いを挑む。冒険者が長生きするためのこつよ？　覚えておきなさい、お嬢さんたち」

　彼女の意見は正論だった。

　そうでなければ冒険者生活を続けるのは困難である。

「くっ……」

　三人は悔しそうに唇を嚙かむ。

　今の彼女たちはそれを理解できるようになったからこそだ。

「正しいけど、ちょっとおとなげないな」

　バルはあきれ顔で口を挟む。

「ここはレナータの反則負けにしておこう」

「そんなあ！」

　彼の判定にレナータはショックを受ける。

「やった、バルさん名判決」

　対照的に三人娘は手を叩いて喜ぶ。

「バルさん、この人たちを何とかしていただけませんか？」

　ニエベが困った顔で願う。

「任された」

　バルは苦笑気味に引き受ける。

「邪魔になっているから、場所を移そうか？」

「はい」

　エーファたちは不本意そうに、

「いいわよ」

　レナータは笑顔で応えた。

「どこか店があったかな」

　バルがつぶやくと、ニエベが言う。

「この時間だと『水を飲む牛亭』はどうですか？」

「助言ありがとう」

　バルが礼を言うと、ニエベは笑顔を返す。

「いえいえ。こちらこそ助勢ありがとうございます」

　ニエベにうなずいてから、バルは四名を促うながしてギルドを出る。







第七話　水を飲む牛亭




『水を飲む牛亭』は軽食とお茶を出す店で、若者が多い。

　バルたちが行くとちょうど五人分のテーブルはあいている。

「バルさん、女の子ばかり連れてますね？」

　とからかうように声をかけてきたのは、店の跡取り息子のエルマーだ。

「何かこうなったんだよ」

　バルは女性たちに見えないように、疲れた顔をする。

「モテモテですな」

　エルマーはにやりと笑う。

「ちょっと違う気がするが」

　バルは疑問を持つ。

　彼女たちに好意を寄せられている自覚はあるが、はたしてそれは恋愛感情なのかと彼は思っている。

「そうですか？」

　エルマーはちらりと女性たちを見た。

　エーファ、イェニー、ヘレナはいずれも可愛かわいらしい。

　対するレナータは美しい大人の女性だ。

　彼女たちの間には不穏な空気が流れていると、エルマーは見抜く。

「そうは見えませんよ」

「はたから見たらそうなのか」

　とバルはため息をつく。

　エルマーの人を見る目はなかなかのものだと彼は知ってる。

（エルマーが言うなら……）

　第三者的には男をめぐる修羅場にでも見える可能性もあるのかと思う。

「とりあえず席へ案内しましょう」

　エルマーはそう言って彼らを奥へ誘導する。

　椅い子すは三対三で、バルの隣にレナータが座った。

「あっ」

　エーファたち三人娘は抗議の声をあげたが、これはどうにもならない。

　レナータが座らなかったら、彼女たちの誰が座るのかという問題になる。

　それを察した彼女たちは悔しそうにレナータを見るだけにとどめた。

「ふふん」

　レナータはちょっと得意そうに笑う。

「さっきからレナータはおとなげがないな」

　バルが指摘する。

「うっ」

　一転してレナータは言葉に詰まった。

「やーい」

　三人娘は逆に勝ち誇る。

「そこで反撃すると収拾がつかないぞ」

　バルが彼女たちもたしなめた。

「はーい」

「ごめんなさい」

　全員が謝ったところでバルはひと息つく。

（思っていた以上に相性が悪そうだな）

　彼は自分の予想が甘かったと反省する。

　レナータのほうはもう少し面倒見のよさを発揮してくれることを期待していたのだが、アテが外れた形だ。

（まあ私が一方的に期待していただけだが）

　こうなってくると、計画を変更することを考えたほうがよさそうだ。

「相性が悪いものを、無理に合わせる必要はないだろう」

　とバルは言う。

　彼にしては珍しい、少し突き放すような言い方だった。

　これを聞いた四人は少し慌てる。

「た、試してみたほうがいいんじゃないかしら」

　レナータが言えば、

「だ、だよね。単に第一印象だけの問題かもしれないし」

　エーファも言う。

　こういうところで彼女たちの呼吸は合いはじめる。

「俺が優しいだけだと思ったら大間違いだ」

　いい流れだとバルは厳しめの口調になった。

「は、はい」

「ごめんなさい」

　四人が謝ったので彼は表情をやわらげる。

「分かってくれたらいいんだよ」

「はい」

　四人が安あん堵どの息を吐いたところでバルは店員を呼ぶ。

「せっかく入ったんだし何か頼んで帰ろう」

「そうですね。ここは何が美味おいしいんですか？」

　レナータはさっそく気持ちを切り替える。

「実は俺も知らない」

　バルは正直に言った。

「いらっしゃいませ」

　メニューを持ってきた女性店員に彼は聞く。

「ここのオススメって何ですか？」

「女性に人気なのはフルーツジュースとケーキですね。男性には甘さひかえめのドライフルーツがオススメですが」

　女性店員はメニューをテーブルに置きながら、にこやかに応える。

「ありがとうございます」

　バルは礼を言う。

「ご注文が決まりましたら改めてお呼びください」

　女性店員はにこやかに去っていく。

「何を頼む？」

　三人娘は三人で顔を寄せて相談する。

　バルはレナータと二人でメニューを共有しなかった。

「バルさんは？　もう決めたんですか？」

「うん」

　レナータの問いにうなずく。

「早いですね」

　彼女は目を丸くする。

「即断即決って感じでカッコいい」

　エーファがそう言った。

「私たちどうしよっか」

　とイェニーが言う。

「バルさんを待たせるの悪いし」

　ヘレナが言ったところで、バルが声をかける。

「あせらずじっくり決めるといいよ」

「あ、はい」

　優しく言われたので三人はこくりとうなずく。

「私はどうしようかしら」

　レナータは言ってちらりとバルを見る。

「バルさんはどう思います？」

　上目遣いで身を乗り出すように聞く。

　三人娘があざとさにカチンときたものの、バルはいつも通りだった。

「言われてみれば君の好みは知らないな」

　この返しにレナータはそっと息を吐く。

　相変わらず上手うまくて隙がない。

　だが、これくらいでへこたれるレナータではなかった。

「バルさんの好みに染めてくれてもいいんですよ？」

　誘惑してるとしか思えない言葉を大胆に吐く。

　三人娘は固まってしまったが、バルは動揺しない。

「この子たちをからかうのはその辺にしてくれないか」

　レナータは深く息を吐き出して、自分の敗北を認める。

「バルさん、本当に大人ですね。たいていの男は今のでクラッとくるのに」

　彼女は冒険者としての顔に戻っていた。

「男を試したり誘惑するまねはあまり感心しないな。俺も男だから」

　とバルは言う。

「今のは本気だったんだけどなあ」

　レナータは小さくつぶやいた。

　バルは聞き取りにくかったものの、聞き返すことはしない。

　三人娘は勝ち誇らず、ちょっと複雑そうな表情になる。

　自分たちも女としては相手にされていないことを連想したせいだ。

「それで、レナータの好みは？」

「え、戻るんですか？」

　バルの問いにレナータはまばたきをする。

　この流れでもとの話題に戻るのは彼女には予想外だった。

「まあな。知っておいて損はないだろう。言いたくないなら言わなくてけっこうだが」

　バルはあくまでも茶飲み話の一環として扱う。

「私が好きなのは果物のタルトとバラ水ですね」

　レナータはつられるように答えた。

「ちょうどメニューにあるな」

　とバルが右指で示す。

「ええ、そうですね」

　レナータは同意する。

「あなたたちは？」

　彼女は三人娘に話を振った。

「うーん、どうしようかなぁ」

　エーファは声を出し、他の二人も迷いを顔に出す。

「みんなで少しずつ食べるというのはどうかな？」

　とヘレナが提案する。

「あ、いいね！」

　イェニーがパッと顔を輝かせて賛成した。

　エーファはそこでバルを見る。

「バルさんもよかったらどうですか？」

「そうだな」

　バルは即答せず、レナータを見る。

「俺はかまわないけど、レナータもいいか？」

「え、はい」

　レナータも賛成した。

「じゃあ私はイチゴのケーキ」

　エーファが真っ先に決める。

「私はリンゴのジュレかな」

　イェニーもすぐに言った。

「じゃあ私はガレットで」

　ヘレナは最後に決める。

「三人の飲み物は？」

　バルがそこで質問した。

「どうしよっか？」

　エーファが二人に聞く。

「バラ水でいいんじゃない？」

　イェニーが深く考えず言う。

「そうだね」

　ヘレナが賛成したので、エーファも決める。

「バルさんは何にするんですか？」

　レナータがたずねた。

「マカロンと紅茶にする」

　バルは言ってから合図をして店員を呼ぶ。

「ご注文はお決まりでしょうか？」

　やってきた男性店員にバルが注文をする。

「注文をくり返しますね……」

　男性の復唱に間違いがないと確認すると、彼は言った。

「とりわけ用の食器をもらえませんか？」

「かしこまりました」

　男性店員は笑顔で応じて下がる。

「似たような依頼、あるのかな」

　とバルは言う。

「あるんじゃない？」

　レナータが応じ、ヘレナがちらりと目を他の席に向けた。

「あっちの女性たちが交換してますね」

「マナー違反じゃなかったか」

　バルは少しホッとする。

「食べ物の交換、やらないんですか？」

　エーファが珍しそうに聞く。

「最後にやったのはいつか思い出せないな」

　バルが笑う。

「女子だとわりとやるよね？」

　イェニーの言葉に女性たち全員がうなずく。

「私たちもやりますよ」

　とレナータも言う。

「そういうもんか。男と女の違いを見た気がするな」

　バルはそう感想を話す。

「男ってしないんですか？」

　エーファがたずねる。

「ほしいなら自分で注文するからなあ」

　バルは笑いながら言った。

「性格の違いと言うより、胃袋の違いと考えるべきかもしれない」

「なるほど。女の子はそんなに入らないもんね」

　とイェニーがうなずく。

「あと女は体型とかを気にするけど、男は気にしない人が多いでしょ」

　レナータが自分の意見をつけ加える。

「気にしないな、たしかに」

　バルは苦笑した。

「バルさん瘦やせてるじゃないですか？」

　とエーファが言う。

「ダイエットする必要があるとは思えないわね」

　レナータも同意する。

「だといいが」

　バルは適当に答えた。

「男はいいけど、女の子は切実なんですよ」

　とエーファが言う。

「冒険者をやってると、筋肉がつくしね」

　イェニーが自分の腕をさする。

「あんまり可愛くないかなあ」

　エーファが嘆なげくようにつぶやく。

「そうでもない。筋肉美ってやつがある」

　バルが慰なぐさめるように言った。

「そういうよさを分からん奴やつなんて気にすることはないさ」

　彼の優しい言葉に、四人はうれしそうにうなずく。

「バルさん、自覚してないんだろうな」

　とレナータがか細い声で言う。

「同感です」

　耳ざとく拾ったエーファが体を乗り出し、小声で応じる。

「あ、あなたも思う？」

「ええ」

　レナータとエーファの間で友情が生まれようとしていた。

（本当は気づいてるんだが）

　バルは言えないので苦笑する。

　もちろん二人の会話もちゃんと聞こえていた。

　一般人では無理なはずだから、そ知らぬ顔を決め込んでいるだけだ。

「バルさん、レナータさんと仲いいんですか？」

　イェニーがたずねる。

「別に仲よくないかもしれないな」

　バルが答えると、レナータが反応した。

「そんな、ひどくない!?」

　彼女にとってはショックだったらしい。

「冗談だ」

　バルはにやりと笑う。

「あう」

　レナータはやられたという顔をする。

「三人の敵かたき討うちは俺がやっておいたから、これで終わりにしよう」

「あざやかすぎる」

　ヘレナが目を丸くする。

「瞬殺だったね」

　エーファが言う。

「さ、さすがバルさん」

　レナータは若干悔しそうにしながらも敗北を認める。

「分かってくれたらいいんだ」

　バルはひと呼吸おいてから、四人の顔を順に見て言った。

「レナータがからかうのをひかえさえすれば、悪くない組み合わせだと思うんだがな」

「……否定はしないわ」

　レナータが真っ先に認める。

「最初やな女と思ったけど、意外と仲よくできるかも？」

　エーファが応じた。

　イェニーとヘレナは複雑そうな顔で沈黙を守る。

　そんなあっさりと割り切れないのだろう。

「まあ一回試してみて、ダメだったら解消すればいいんだよ。そういう使い方を想定して作られた制度なんだから」

　とバルは明るく言う。

「そうですね」

　これには四人が笑顔になる。

　バルの手前、愛想笑いをするしかないという心理もありそうだ。

（『夜空の月げつ桂けい樹じゆ』なら信用できると思ったが、人間同士の相性を読み切れてなかったな）

　と彼は反省する。

　合わないのに無理に組ませることはできない。

　そんなことしてもチームが崩壊して命の危険が増えるだけだ。

「しかし、他に信用できそうなパーティーがな」

　バルは小さく独り言を漏らす。

「男でもいいならいるんだが」

　彼が言うと、三人娘は顔を見合わせる。

「絶対に男性はいやってわけでもないですよ」

　とエーファが言う。

「上級冒険者ともなれば、変な男少ないですか？」

　イェニーが聞く。

「いえ、微妙ね」

　バルではなくレナータが答える。

「女を見下してる奴、接待を要求する奴、上級冒険者にだっているわ。むしろなまじ実力と実績がある分厄介かも」

「うえええ」

　彼女の発言に三人娘はいやそうに顔をしかめた。

「ほんと男って……バルさんを除く」

「うっとうしいよね。バルさんを除く」

「困ります。バルさん以外」

　三人は三様に本音を漏らす。

「うんうん」

　レナータは心底同意だと大きくうなずく。

（馬鹿な男たちのせいか）

　バルは額に手を当てて嘆息する。

　彼女たちは彼を信頼して打ち明けてくれたのだろう。

　そこにありがたさはあっても不満はない。

（何か手を打ちたいが、相手が冒険者となるとな。どうするか）

　放置するという選択はバルにはなかった。







第八話　バルが頼り




　お茶を終えて五人でギルドに戻り、レナータが言った。

「やっぱりお試しでスイッチ制度を使ってみることになったわ」

「へえ？」

　ニエベはそれを聞き、三人娘の顔を見る。

　彼女たちに異論がないことを確認すると、視線をバルに向けた。

「バルさん、どんな手を使ったんですか？」

「俺は何もしてないけどなあ」

　バルは軽く笑う。

「またまた。絶対相あい容いれないと私は思ってたんですよ？」

　ニエベは遠慮なく言った。

「たしかに私もちょっと思ってたもの」

　レナータは苦笑する。

「うんうん」

　三人娘もうなずいた。

「ほら」

　ニエベがバルをじっと見る。

「間違いなくバルさんの力ですよ」

「バルさんは中和アイテムかもね」

　とレナータが評した。

「何だそれ？」

　バルは笑うが、三人娘は真剣にうなずく。

「分かる」

「バルさんいなかったらこうならなかったと思う」

　エーファとヘレナの評価だった。

「スイッチ制度にバルさんも入れたほうがいい気がしてきたわ……」

　ニエベは小さく言ったが、冒険者たちには聞こえていた。

「それ名案ね」

　レナータが手を叩たたいて賛成する。

「もう一人増えても変わらないもんね」

　とエーファも言う。

　こうしてみると二人の息はあってそうだった。

「ダメですか、バルさん？」

　女性たちの瞳がバルに集まる。

「ダメじゃないが……」

　彼は答えた。

（本当はあまりよくないんだが、もう少しこの子たちは見ていたほうがいいかもしれないな）

　という予感があったせいである。

『野を駆けるリス』と『夜空の月げつ桂けい樹じゆ』がはたして上手うまくいくのか。

　まだ油断はできない。

「だが、俺にも都合がある。俺の都合に合わせてくれるならいいよ」

　バルは条件をつけた。

「それは当然よね」

　レナータが真っ先に同意する。

「うん」

「私たちがお願いしてるんだもんね」

　全員が賛成したため、ニエベがニコリと笑う。

「ではバルさんも参加ということで。私も安心できます」

「えーっ？」

　ニエベに対してエーファが少し不満げな声を出す。

「私たち、そんなに信用されてなかったんですか？」

「バルさんに比べたらね」

　彼女の抗議をニエベは笑顔で切り捨てる。

「うっ」

　比較対象がバルということで、エーファは何も言えなくなった。

「バルさん、お世話をかけるでしょうがよろしくお願いしますね」

　ニエベが改めて頼む。

「任されよう」

　バルは笑って答える。

　笑うしかないという気分だ。

「それじゃ私は仲間たちに連絡するから」

　とレナータが言う。

　彼女の仲間たちは何も知らないのだから当然だ。

「反対されないですか？」

　ヘレナがちょっと心配そうに聞く。

「バルさんがいるって言えば大丈夫でしょう」

　レナータは楽観的に言ってギルドを出た。

「なるほど」

　三人娘の視線がバルに集まる。

「バルさんは偉大ね」

「否定できないわね」

「さすがです」

　三者三様に彼を褒めた。

「無駄に持ち上げすぎじゃないかな」

　バルは苦笑する。

「いえいえ、最初どうなるかと思いましたよ？」

　とニエベがカウンターから身を乗り出す。

「相性悪そうでしたもん」

　彼女はそう言って三人娘をちらりと見る。

「レナータさんはともかく、この三人を納得させたのはお見事です」

「レナータさんはともかくなの？」

　エーファは釈しやく然ぜんとしない顔になる。

「ええ。だって選ぶ側なのはあなたたちですから」

　理由をニエベが説明した。

「ああ、そういう意味ですか」

　ヘレナが理解を示す。

「君たちは合いそうな相手が見つかるまで、じっくり吟ぎん味みできるからね」

　バルが補足する。

「君たちがいいなら俺もかまわないと思う」

　彼はそう言ってニエベを見る。

「念のため、他にやってくれそうな冒険者のリストアップをお願いしたいが」

「ええ、やっておきます」

　バルの頼みに彼女は微笑ほほえみをもって応じた。

「念のためなの？」

　エーファがバルに聞く。

「ああ。何も一組としか組めないって制約があるわけじゃないんだ。他にも教えてくれるパーティーがいるほうがいいだろう？」

　とバルは言う。

「それはそうですね」

　三人娘は納得する。

「じゃあ俺は今日はこれで」

　バルはさっと手をあげてギルドを出ていく。

「バルさん、忙しいのかな？」

　ヘレナが首をひねる。

「たぶん？」

　イェニーが言った。

「バルさん、人気者だもんね。ギルドを通さない頼みごとがあるかも」

　ヘレナはそう推測する。

「バルさんじゃ仕方ないわよ」

　とニエベも言った。




　バルは自宅に戻るとホッと息を吐く。

　懐の中で震えている通信用の魔術具を取り出してたずねる。

『何かあったか？』

『ああ。正使はベアーテ皇女と決まった』

　応答したのはクロードだった。

『思ったよりも早かったな』

　バルは率直に言った。

『ベアーテ皇女ならばという意見が多かったのさ』

　クロードはそう答える。

　他の皇族が役立たずだからだとミーナやマヌエルは皮肉っただろう。

　しかし、さすがにこの男はそんなことは言わない。

『私やミーナが同行する点は？』

　バルはこの点について聞く。

『二人が抜けてもめったなことはないと判断された。ありがたいかぎりだ』

　クロードの言葉にはやはり皮肉がない。

『まあお前がいるなら元げん帥すいにも勝てると思うが』

　とバルは言う。

　彼はそれだけクロードを信頼していた。

『だといいがな』

　信頼される側はそこまで自分の力を信じてはいないようである。

『そんな事態になったら、念のためマヌエルとシドーニエと三人がかりで当たらせてもらうとしよう』

　クロードはそう話す。

『慎重だな』

　バルはそう答える。

『俺たちが負けたらみなの危機だからな。お前がいる時ならまだ後があると言えるが……』

　クロードの言葉には責任感がにじみ出ていた。

『ミーナに言って危機が伝わる魔術具でも用意させようか』

　とバルは提案する。

『ふむ』

　クロードは考えたがすぐに結論を出す。

『お願いしようか。お前とヴィルヘミーナのどちらかが戻ってくるとなれば、戦い方も大きく異なるものだ』

　クロードはそう言ったあと、苦笑してつけ足す。

『お前たちに依存しきった状況、何とかしたいものだが』

『ミーナはどうか知らないが、私は頼りにされたいと思っている。気にすることはないんだぞ』

　バルは本心で語る。

『ありがたいが、どちらかと言うと我々の面子メンツという意味でなんだ』

　クロードは感謝の気持ちを表しながら、やんわりと指摘した。

『なるほどな』

　そっちだったかとバルは納得する。

　彼らにも矜きよう持じはあり、彼が下手に言わないほうがよい。

『とは言え、安全を考えればお前たちを頼るのが最上だ』

　クロードの言葉からは苦慮がうかがえるため、バルは黙って聞く。

（おそらく一番苦労してるのがこの男だからな）

　とバルは思う。

　クロードは貴族としての立場もあり、責任や面倒さは彼の比ではないはずだ。

『苦労かけてすまないな』

　ついバルは優しい言葉をかけてしまう。

『……お前は理解してくれて、話を聞いてくれるからありがたいよ』

　クロードはそっとこぼす。

　疲労がうかがえる言葉だった。

『今度一緒に酒でも飲むか？』

　バルは聞いてみる。

（クロードが弱音を吐くとは珍しい）

　もしかしていっぱいいっぱいではないか。

　そんな予感がしたのだ。

『お前の誘いとは珍しいな』

　クロードは短く息を飲む。

　よほど意表を突かれたらしい。

『だが、悪くない』

　彼はそう言った。

『ベアーテ皇女に同行して、帰ってきたらだ。美味うまい酒でも用意してくれ』

　とバルは頼む。

『引き受けた。酒にあったつまみも探しておこう』

　クロードは笑って答えた。

『いいな、それ』

　バルは笑顔で応じる。

　つまみは大事だと考える男だった。

『温泉にでも入ってつまみを食いながら酒を飲む。これは心のぜいたくというものだぞ。貴族のお前にしてみれば、質素なんだろうが』

　バルの言葉をクロードは否定する。

『そうでもない。心のぜいたくというのは、金をかければよいものではないことくらい私でもわかるぞ』

　彼らしい真ま面じ目めな回答だとバルは思う。

『ただ、バルトロメウスが来るならヴィルヘミーナもついてきそうだな』

　クロードの声が少しかたくなる。

　折り合いがよくないと言うより、ミーナのほうに仲よくする意思がないのだからやむを得ないとバルは思う。

『男同士の付き合いだから遠慮しろと私から話すよ』

『そうしてくれると助かる』

　とクロードは言った。

『ところでヴィルヘミーナは親しん睦ぼくを深める気はないのか？』

　困った声で続ける。

『なぜかは知らんが、ベアーテ殿下とは親しくするつもりはありそうだぞ』

　バルはそう答えた。

『ベアーテ殿下とか……意外過ぎるな』

　クロードは遠慮なく言う。

『同感だ。もっともお前とは理由が違うだろうが』

　というバルの言葉を彼は肯定する。

『そうだな。私はベアーテ殿下と気の合う人物は、皇宮に出入りする者にはいないと思い込んでいたんだ』

　クロードはそう告白した。

『私はミーナが誰かと仲良くなるとは、という感覚だからな』

　主体をどちらに置いているかという点が彼らは違っている。

『バルトロメウスも苦労してるな』

　クロードは同情を示す。

『あいつを八神輝レーヴアテインに推薦したのは私だから、完全に身から出た錆さびなんだがな』

　バルは苦笑する。

『たしかにデメリットはあると思うが、おぎなってあまりある圧倒的な戦力だと私は考えてるぞ』

　クロードはそう言った。

『つまりお前は間違ってない』

　励ますような口調にバルはうれしくなる。

『ありがとう。そう言ってもらえて気が楽になるよ』

　同じ考えの者がいるのはたしかにありがたかった。

（皇帝陛下は同意見だと思うが）

　他に味方がいそうにないのは彼の懸念事項だった。

『何の、お互いさまだ。お前にしかできないことだってたくさんあるだろう』

　クロードはカラカラと笑う。

『クロードにしかできないことも多い。そういう意味でもお互いさまだな』

　バルも笑った。

　笑い声が止まると、彼はたずねる。

『他に何かないか、バルトロメウス？』

『うん……』

　聞かれたバルは少し迷う。

『一応耳に入れておこう。《紫し眼がん導どう師し》とやらは男か女かよく分からないらしい』

　結局話したが、クロードは困惑する。

『どういうことだそれ？』

『私もよく分からん』

　バルは正直に話す。

『タイミングを見てミーナに意見を聞いてみるつもりだ』

『そうだな。そうしてくれ』

　クロードは渋い顔をしたのが想像できる声で言った。

『お前に聞かれないかぎり答えないくせ、何とかならないか？』

『言ってはいるんだがな』

　とバルは嘆息する。

『なかなか改められないようだ』

『意識改革を簡単にできたら、苦労はもっと小さいだろうな』

　という言い方でクロードは理解を示す。

『同感だな』

　バルはうなずいた。

『ただ、ライヘンバッハや魔術省にも言っておいてくれないか。ミーナだけが頼りという状況はまずいだろう』

　彼は指摘する。

　ひと呼吸を置いたことで、受け入れやすいだろうという判断だ。

『その点については返す言葉がないな』

　クロードは苦笑気味に認める。

『お前たちに依存する状況を脱却したいと言いつつ、魔術の知識についてはヴィルヘミーナに頼りきりでは矛む盾じゆんもいいところだ』

『まあな』

　バルは短く合いの手を入れた。

　クロードは話が分かる男だし、魔術省の人間に上手く話してくれるだろうと期待を持てる。

『ところで使節の派遣日程は決まりそうか？』

　とバルは聞いた。

『まだだ』

　クロードは苦い声で言う。

『メンバーをどうするかという問題があるし、どういうスケジュールをこなせばいいのかという点もある。それに先方の都合もある』

『もうしばらくかかりそうか』

　バルが言うと、クロードはうなずいた。

『もっとも、エルフだから人間とは感覚が違う可能性がある。想定よりもずっと時間がかかるなんてことにならなければいいが』

　彼の懸念はもっともだとバルは思う。

『だが、ミーナは割と短気だぞ』

　これは冗談のつもりで言った。

『ははは』

　クロードには伝わったようで笑いがこぼれる。

『たしかにな。長寿種族がみな暢のん気きだとはかぎらないか』

　クロードは納得したが、同時に疑問も浮かぶ。

『お前はエルフに会ったんだよな？　どうだった？』

『おだやかな性格の持ち主が多かったな』

　とバルは自分の印象を語る。

『ほう？』

　クロードは意外そうな声を出す。

　やはりミーナの印象は強烈であるらしい。

『ただ、戦闘に関しては理解があったな。ヴァラハというエルフと手合わせをすることになった時、見学者は多かった』

　バルは続けて話す。

『なるほどな』

　クロードは好奇心を刺激された声だった。

『おだやかであることと、優れた戦闘者であることは両立するからな』

　彼の考えにバルも同意見である。

『その点はエルフも同じと考えてよさそうだぞ』

　とクロードに言った。

『興味深いな……できれば我々も行ってみたいものだ』

　それがクロードの答えだった。

『行った際に聞いてみようか』

『頼む』

　バルの申し出にクロードはうれしそうに言う。

『任された』

　バルは応じた。







第九話　使節出発




　数日後、ベアーテが正使、ミーナが副使、バルを護衛とした使節団が『シュタルク・オルドヌング』を目指して出発した。

　他に書記二名、随員が五名という小規模な使節団で、二台の馬車に分かれた。

　前の白い馬が引く白い馬車にはミーナとベアーテが乗り、後ろの黒い馬が引く黒い馬車にはバルが乗っている。

「襲撃があった場合、都合がいいからな」

　とバルは車内で告げた。

　緊張した面おも持もちの男女が小さくうなずく。

　彼らは八神輝レーヴアテインの威名は聞いていても、身近に接するのは初めての者たちだ。

　一方前の馬車ではベアーテが笑顔でいろいろと話しかけ、誰かが答えるという状況である。

「ヴィルヘミーナ、襲撃なんてあると思う？」

　ベアーテはたずねた。

「普通に考えればあり得ない。私とバルトロメウス様と同時に戦おうという愚か者が、絶対にいないとは言わないが」

　ミーナは不敵に笑いながら答える。

　彼女の存在はベアーテ以外の随員にとって非常に心強かった。

　たとえ彼女が優先的に守るのはベアーテ一人だけだと分かっていても。

「そうよねー。戦力過剰って思ったもの」

　ベアーテは朗ほがらかに笑う。

　上品さは隠しきれていないが、それでも王女と言うよりは町娘と言ったほうが適切な笑顔だった。

「それだけ『シュタルク・オルドヌング』との関係を重視したいと、お父様はお考えなのよねえ」

　とベアーテは言う。

　彼女は自由奔放だが、けっして愚鈍ではない。

　今回の使節団の派遣の理由も、説明される前から推測していた。

「エルフには無用って気もするけど、そこはどうなの？」

　ミーナに直接的に、しかも無遠慮な問いをぶつける。

　これもまたベアーテが他の皇族や貴族とは違うところだろう。

「無用だな」

　ミーナは愉快そうに笑いつつ、しっかりと答える。

「ああ、そうなんだ」

　ベアーテは納得したようだった。

「皇帝は私がエルフとして一般的か測りかねていたようだな」

「ええ」

　ミーナの言葉をベアーテは肯定する。

「お前は気づいていたのか」

「バルトロメウスの話を聞いて何となくね」

　とベアーテは答えた。

「ほう、皇帝よりよっぽど聡そう明めいだな」

「そうでもないわよ？」

　ミーナの皮肉まじりの称賛に、ベアーテは首を横に振る。

「ただの勘だもの」

「勘でも何でも、気づくべき点に気づければ十分だろう」

　ミーナはそう言う。

「そうよね。他の人は根拠を提示しろってうるさいのよね」

　とベアーテは共感を示す。

　とんでもないやりとりだが、口を挟む者はいない。

　唯一割って入れそうなバルは、別の馬車だった。

　当然の判断ではあるが、二人に同乗しているメンバーは、バルが不在であることを内心嘆なげく。

「ヴィルヘミーナみたいな過激な性格はさすがに珍しいの？　何人かいても不思議じゃないと思うんだけど？」

　ベアーテはずけずけと尋ねた。

「なぜそう思う？」

　ミーナは興味深そうに聞く。

「あなただけだったらもっと忌き避ひされそうだもの。普通に受け入れられ尊敬されてるってことは、好戦的なエルフもいるってことじゃないの？」

　ベアーテは自分の考えを明かす。

「まあ合格かな」

　とミーナは採点した。

「ふふふ、やったね」

　ベアーテは手を叩たたいて喜ぶ。

「本当にお前は見どころがあるな。皇太子の座、今からでもかわったほうがいいんじゃないか？」

　ミーナの発言はあまりにも過激すぎだった。

　随伴者たちの顔がいっせいに青ざめる。

「いらないわよ。皇帝にふさわしいのはアドリアンお兄様だと思うし」

　ベアーテは一笑に付す。

「ほう、無欲だな」

　ミーナはそう言った。

「そう言うミーナってけっこう怖いわよね」

　ベアーテは笑みを消す。

「どこが？」

　ミーナは愉快そうな顔で聞き返した。

「わたくしが肯定的なことを言ったら、殺す気だったんじゃない？」

　ベアーテはおだやかな顔でやはり過激な発言をする。

「まさか」

　ミーナは笑って否定した。

「殺していいかとバルトロメウス様に確認しただろうな」

　そして訂正する。

「なるほど」

　ベアーテは納得した。

「バルトロメウスがいるかぎり、いきなり殺されることはないのね」

「当然だな」

　ミーナは真顔でうなずく。

「分かりきったことを聞くんだな？」

　彼女はベアーテにさぐるような視線を向ける。

「だってあなたのことはまだ大して知らないもの」

　ベアーテはさらりと答えた。

「バルトロメウスのことはけっこう知ってるつもりだけどね」

「そう言えばそうだったな」

　ミーナはバルに紹介されたことを思い出す。

「他の八神輝レーヴアテインを誘わない理由を聞いてもいいか？」

「んー？」

　ベアーテは迷わず答える。

「他のメンバーけっこう堅苦しいのよね。マヌエルならと思ったけど、彼の話はつまんなかったし」

「マヌエルの話が退屈なのは同意する」

　ミーナはそう言った。

「バルトロメウスは自然体で過ごしても、何も言わないから」

　ベアーテはぺろっと舌を出す。

「王女のくせに、という態度も出さないだろうな」

　ミーナは推測する。

「ええ、他の人って態度に出すのよねえ」

　ベアーテが顔をしかめた。

「バルトロメウス様なら、お前が自由に羽を伸ばしていてもいいわけか」

　ミーナの言に彼女はうなずく。

「態度にも出さないのは彼くらいなの。貴重だわ」

「同意する。特別に懐が広い方だからな」

　ミーナはうれしそうに言う。

「『闇の手』だったかしら？　捕ほ虜りよを寝返らせたそうね」

　とベアーテは何気ない顔で話題を振る。

「大して情報を持ってない末端、助ける意味が分からなかったがな」

　ミーナはそう言った。

「でも、やむを得ない事情で協力してる人たちを引き抜けるきっかけになれそうなんでしょう？」

　ベアーテが首をかしげる。

「そうだ。バルトロメウス様はさすがだったな」

　ミーナは大きくうなずいた。

　彼女はアリアとリリの措置に不満だったわけではなく、バルの偉大さを称たたえたかったらしい。

「ただまあ、そのためにはいちいち倒していかなきゃいけないかもしれないわよね」

　ベアーテは指摘する。

「そうだな。少なくとも帝国に来て、事情を知らなければならない。しかしそれは情報部の仕事だろう」

　ミーナはそう告げた。

「うちの情報部、頼りないからなあ」

　ベアーテは両足をぶらぶらさせながら言う。

　スカートから足が見えているが、中には女性しかいないので許容範囲だろう。

　ベアーテの侍女長がいれば注意しただろうが、今いる面子メンツにそのような性格の者はいなかった。

「私に言わせれば、私とバルトロメウス様以外は微妙だが？」

　ミーナは容赦なく言う。

　皇帝にすら遠慮しない女が、親しいとは言え皇女にするはずがなかった。

「それは仕方ないでしょ。あなたたちを基準にするのが間違ってるわ」

　ベアーテは笑いながら答える。

「バルトロメウス様にも言われたことはあるな」

　ミーナはそっと息を吐く。

「バルトロメウスって、あんなに強いのに弱い人の視点を常に頭に入れてるところがすごいのよね」

　ベアーテはバルを評価する。

「うむ」

　ミーナは全面的に同意だったので短く答えた。

「見習う気はないの？」

　ベアーテは踏み込んだ問いを放つ。

「あったが無理だった」

　ミーナは苦い顔で答える。

「私には弱者の気持ちが分からん」

　ひどい言葉だった。

　ミーナ以外が言えばみなが批判しただろうが、彼女が言うと奇妙に説得力がある。

「でしょうね。わたくしだって分からないもの」

　とベアーテは同意した。

「そんなものか？」

　ミーナは目を丸くする。

　皇女の言葉は彼女の意表を突いた。

「そうよ？」

　ベアーテは堂々としている。

「皇族が臣民の気持ちを分かるって言っても、白々しいんじゃないかしら」

　開き直りとも取れる発言だったが、彼女が言うと憎めない魅力がある。

「それはそうだろうな」

　とミーナは肯定した。

　悪びれずはっきりとモノを言うベアーテの性格は、彼女からすれば好ましい。

「そう言えば」

　ベアーテがぽつりと言う。

「わたくしとあなたの気が合うこと、バルトロメウスも意外そうよね？」

「バルトロメウス様がお気づきになってないのは正直予想してなかった」

　ミーナが小首をかしげる。

「あの方にかぎって、皇族の肩書にまどわされてお前の本質を見落とすようなことはないと思うのだが」

「同感と言いたいけど、それわたくしを褒めてないわよね？」

　ベアーテは笑った。

　たとえ目の前で酷評されても彼女は笑うだろう。

　寛容とも鈍感とも形容できない精神の持ち主だった。

「お前を褒める必要があるのか？」

　ミーナは腕組みをして平然と聞き返す。

「ないわねー」

　ベアーテは愉快そうに笑い声を立てた。

「無駄なお世辞聞かなくていいから、ヴィルヘミーナとのおしゃべりは楽しいわ」

　彼女は満足そうに笑う。

「同感だな」

　ミーナはうなずく。

　二人の会話を聞いている者たちは抗議したくてたまらない心境になるが、ぐっと我慢する。

　この二人に意見できるとすればバルしかいないと彼女たちは知っていた。

「バルトロメウス様だって無駄は省くだろう？」

「ええ。だから大好き」

　ベアーテは笑顔で言い切る。

　これには随伴者があわてたが、彼女たちにできるのは聞かなかったふりをすることと、後日皇帝に報告することだ。

（皇女が特定の異性を好き発言するなんて）

　大騒動必至レベルの問題である。

　ベアーテのことだから、おそらく百も承知で無視しているのだろう。

　随伴者の一人はミーナを緊張した面持ちで見る。

「ヴィルヘミーナがバルトロメウスに忠実なのは、男女の関係にあるからではないか？」

　という意見が実は宮廷内で存在していた。

　事実であればミーナから何らかの反応をするだろう。

　場合によっては……と固かた唾ずをのんで見守るが、ミーナは怒ったりしない。

「だろうな」

　納得したとうなずいたのみだった。

「ヴィルヘミーナも好きなんでしょ？」

　というベアーテの発言は、随伴者からすれば空腹で気が立っているドラゴンの逆げき鱗りんを触るように思える。

「否定はしない」

　ミーナはやはり怒らず認めた。

「やっぱり！」

　ベアーテはうれしそうに手を叩き、彼女の手をとる。

「仲良くしましょ？」

「いいだろう」

　ミーナは薄く笑い、手を握り返す。

　随伴者たちは事態の展開についていけない。

（恋のさや当てがはじまるかと思ったんだけど）

（私も）

　ひそひそと会話したとたん、じろりとミーナに見られて彼女たちは口をつぐむ。

「馬鹿め。私はバルトロメウス様を独占したいなど、思ってない」

　ミーナははっきりと言った。

「ご、ごめんなさい」

「申し訳ありませんでした」

　彼女の迫力に負けて随伴者たちは半泣きになって詫わびる。

「ヴィルヘミーナの心境、正直よく分からないわよ？」
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　ベアーテが不思議そうな表情で指摘した。

「教えるつもりもない」

　ミーナはそう言ってそっぽを向く。

　仲よくしていても譲れない一線は存在するようだ。

　ベアーテも無理に踏み込もうとは思わない。

「そっかあ、残念」

　明るい声を出してあきらめた。

「お前こそどうなんだ？　年の差はあるが、バルトロメウス様なら皇女相手でも不釣り合いではあるまい」

　ミーナはお返しとばかりに問いかける。

「さあ？」

　ベアーテの返事は短かった。

「わたくしに選ぶ権利なんてないのよ。それが皇女の宿命」

「それは知ってる」

　ミーナは冷たく言う。

「だが、お前がそれに甘んじる性格には見えないのだがな」

「あ、バレた」

　ベアーテはペロッと舌を出す。

「駆け落ちしたくなるほど素敵な人がいないのよねえ」

　ベアーテは残念そうにため息をつく。

「おや、バルトロメウス様は？」

　ミーナは意外そうに聞いた。

「彼は素敵だけど、駆け落ちはしてくれそうにないでしょ？」

　ベアーテは残念そうに切り返す。

「たしかにな」

　ミーナはなるほどとうなずく。

「一緒に駆け落ちできる相手が好みなのか？」

「だいたいそんな感じ」

　ベアーテの言葉に彼女は納得したが、随伴者たちは「聞きたくなかった」と心の中で叫ぶ。

　そんな彼女たちにミーナは冷ややかな目を向ける。

「口封じが必要かもな」

　冷徹な言葉に彼女たちは必死に首を振った。

「誰にも言いません！」

「ベアーテ様の不利益になるようなことなど！」

「ふっ」

　懸命になっている彼女たちをミーナは鼻で笑う。

「まあ私と皇女の両方を敵に回す勇気など、あるはずもないか」

　事実である。

　それでもミーナに冷笑まじりに言われると、彼女たちは反発したくなる。

　わが身が危うくなる立ち回りはできないが、対抗手段はあった。

　夕方、宿に着いた時、タイミングを見てそっとバルに報告したのである。

「そうか、よく知らせてくれた」

　バルは頭を抱えたくなった。

（皇女の趣味とか知らされても困るんだが）

　と切り捨てられたらいいのだが、そうもいかない。

　あてがわれた街の高級宿の最上階の一室で、バルはミーナとベアーテに告げる。

「随伴者たちがいるところでの会話には注意してもらいたい」

「あの子たち、必死そうだったものねえ」

　ベアーテは愉快そうに笑い、ミーナはピクリと眉を動かす。

「殿下？」

　バルが声を低めると、ベアーテは首をすくめる。

「気をつけるわ」

「私もです」

　ベアーテとミーナは形式だけでも反省を表す。

（バルトロメウス様ってやっぱりすごい）

　と随伴者たちは感動する。

　この二人を同時に謝らせるなんて、彼以外に不可能だろう。

「あと、彼女たちを責めないでくださいね」

　バルはさらに先回りをする。

「もちろん」

　ベアーテはニコニコしていた。

　彼女は別に何とも思っていないらしい。

「かしこまりました」

　対するミーナは少し表情が硬かった。

　余計なことを、と思っている可能性が高い。

（ヴィルヘミーナ様、バルトロメウス様に[image: ]しかられるのだけはおいやなのね）

　何だか子どもみたいだと随伴者たちは思った。

　思うだけで言えない彼女たちとは違い、遠慮なくベアーテは笑う。

「おのれ」

　ミーナは皇女をにらむが、迫力がない。

「だってヴィルヘミーナが面白くて」

　ベアーテは全然悪びれなかった。

「友達ができたのはいいことだ」

　とバルは言う。

　彼は仮面の下半分を外して食事をとっている。

「友達、なのでしょうか？」

　ミーナは不本意そうに疑問を口にしたが、ベアーテはにこっと笑う。

「もうお友達よ？」

「そうなのか」

　ミーナは否定しなかった。

　これも大きな進歩である。

「シドーニエじゃなくて皇女と気が合ったのは意外だったが……案外そんなものなのかもしれないな」

　バルはそう判断する。

「そうね。わたくしもちょっと意外だわ」

　ベアーテだけが笑う。

「明日の予定は？　いつの出発にしますか？」

　バルは彼女に聞いた。

「ああ。実はお父様の指示があって、何日かこの街に滞在するわ。そして街を見て回るの」

「このタイミングでですか？」

　ベアーテの回答に首をひねる。

　皇女が平民の暮らしを知ることが悪いとは思わないが、何も使節として動いている時にやらなくてもと思う。

「ええ。『シュタルク・オルドヌング』から少し猶予をほしいって言われたの」

　ベアーテはそう返事する。

「誰もこの時期にそんなことをするとは思わない。だからこそ危険は低いというわけですか」

　バルが言うと、彼女は微笑ほほえむ。

「さすがよね、バル。お父様の説明通りよ」

「慎重なのか、大胆なのか分かりませんね」

　とミーナがあきれた顔で言う。

「この場合は両方と言うべきだな」

　バルが答える。

「楽しみだわ。みんなどんな暮らしをしてるのかしら」

　ベアーテは興奮を隠しきれず、早口に言った。

「そんないいものじゃないですが」

　バルは遠慮がちに応じる。

　平民の暮らしは皇族から見れば慎つつましいものだろう。

　それを見てどう感じるかという点に期待したいところだ。

（何だか物もの見み遊ゆ山さんになりそうな予感がするな）

　とバルは感じ、頭が痛くなる。

　ベアーテは型破りなところがあるが、はた迷惑な性格ではない。

（はずだな）

　少しだけ自信が揺らいでしまった。

「同行者は私とミーナだけですか？」

「ええ。何人もぞろぞろいたら変でしょ？」

　ベアーテの言葉はもっともだが、随伴者たちはどうするのかという問題がある。

「彼女たちはどうしますか？」

「フラフィだけ残って、それ以外は先に進んでもらうわ」

　フラフィとはベアーテの侍女で、身の回りの世話役として選ばれた女性だ。

　彼女は無言で頭を下げる。

「ミーナがいればいつでも追いつけますね」

「お任せを」

　バルにミーナが言った。

　落ち合う場所を決めないというのは、彼女がいるからこそできる荒あら業わざだ。

「国境までには合流していただけると……」

　と遠慮がちに言ったのは、随伴者の中で最年長のクロムウェルだ。

　宮廷の一級書記官の地位を持ち、宰さい相しようの信頼もある五十代の男性である。

「承知している、クロムウェル殿」

　バルが答えた。

　バルが責任を持ってくれるならば、クロムウェルとしても安心できる。

「よろしくお願いいたします」

「任された」

　こうして夜はふけていった。







第十話　道中、お忍びで




　翌朝、ベアーテたちを乗せずに馬車は出発する。

　女性の一人が影武者としてベアーテのふりをして、馬車に乗った。

　何もないだろうと予想しても、やるべきことはやっておくのが宮仕えの仕事である。

「さて、今日はどうします、ベアーテ？」

　離れて道端から馬車を見送ったバルは皇女の命令通り、彼女の名前を呼び捨てにした。

「とりあえず今日はこの街をうろついてみたいわ」

　平民らしい服装になったベアーテは笑顔で言う。

　よそおいを変えてもにじみ出る上品さは隠せないが、ミーナの認識阻害魔術があれば何とかなるだろう。

　バルも仮面をとり、平民の男の服装をしている。

　ミーナとフラフィも同様だ。

「了解」

　バルは短く応じる。

（今日の打ち合わせをしてなくて正解だったかもな）

　と彼は思った。

　ベアーテは気まぐれで、事前に予定をきっちりと組む性格ではないと知っていた。

　それが的中した形である。

「あっちに行ってみましょう？」

　ベアーテは大通りに向かって歩き出した。

　すぐにミーナが彼女の右横に並び、バルとフラフィは後に続く。

　皇女の足取りは軽い上に速く、護衛される立場だと忘れているようだった。

「ああ、大丈夫かしら」

　とフラフィは不安そうな声を漏らす。

　彼女自身、貴族の娘で平民の暮らしなど何も知らない。

「何とかするしかあるまい」

　バルはそう言った。

「バルト、バルさんが頼りですよ」

　フラフィはすがるように彼を見る。

「うん。努力しよう」

　バルは気負わずおだやかに言った。

　それがフラフィにしてみれば物足りない。

　力強く頼り甲が斐いのあるほうが彼女の好みだった。

　しかし、相手がバルとなると信じてついていくしかない。

　先行したベアーテとミーナは、大通りで野菜売りをながめていた。

「そこのお嬢さんたち、野菜が安いよ！」

「へえ、野菜ってここで売ってるのね」

　ベアーテは平民なら絶対に言わないことを言ったが、商人の威勢のいい声にかき消されてしまう。

「果物だって売ってるぞ」

　ミーナが幼児に教えるようなことを告げる。

「すごーい」

　世間知らず全開の会話は周囲には聞こえていない。

　ミーナが魔術をそっと使って上手うまくやっている。

　そこにバルとフラフィが追いついた。

「どうかな？」

　バルが声を低めて彼女たちに声をかける。

「すごいわ。だって野菜なのよ？」

　ベアーテが感動している理由は、平民には決して理解できないだろう。

　だが、バルにしてみれば好ましいものだ。

「この街なら肉は売ってるでしょう。魚も」

　と彼は言う。

　もっと小さい街だと行商くらいしかいないかもしれないが、大きい街であればしっかりとかまえた店があるものだ。

「へえ、そういうものなんだ」

　そのようなことすらベアーテには新鮮である。

　鳥かごの中の鳥、と表現するのはおそらく彼女に対して失礼だろう。

「見に行きます？」

「ええ」

　バルの誘いに彼女は二つ返事で応じる。

「でもせっかくだし、他も行きたいわね」

　すぐに肉の販売店に直行しないのが彼女らしいところだ。

「あてもなくうろつくって素敵じゃない？」

　と言ったベアーテにフラフィだけは何か言いたそうな顔になる。

　それでも耐えたのは彼女の人となりをよく知っているおかげだ。

　彼らはふらふら動き回った結果、ベアーテが二人組の体格のいい男とぶつかってしまう。

「きゃっ」

　よろめいた彼女をミーナがすばやく背中に回りこんで支える。

「いてえな、気をつけろ」

　どなった男は、相手が美しい少女だと気づいてにやりと笑う。

「ごめんなさい」

　ベアーテは素直に謝ったが、男は許さない。

「謝ってすんだら警備兵はいらねえんだよな」

「誠意ってものを見せてもらわねえとな」

　二人はすごんで言った。

　ただのか弱い乙女たちだったら震えあがって言いなりになったかもしれない。

　しかし、彼らと対たい峙じしている面子メンツの中にはとんでもない存在が混ざっていた。

「謝ってすませればいいことにさらに絡むのを難癖というのだ」

　ミーナが彼らに反論したのである。

　彼女が本来の姿を見せていれば誰かが正体に気づき、二人の男は必死に謝っただろう。

　ところが今の彼女は認識阻害魔術を発動させていて、周囲からはただのエルフの女性にしか見えない。

「おお、エルフの女もいるのか」

「エルフの女ってやっぱりヤバいくらいに美形だな」

　男たちは下品に相そう好ごうを崩す。

「馬鹿だなぁ。猟師の前に獲物が飛び出してきやがったぜ」

　男たちは勝利を確信する。

　周囲の人々は目を向けるだけで、誰も助けようとしない。

「これが平民の女の現実だ」

　とミーナは言う。

「そう」

　ベアーテは真剣な顔で受け止める。

「何を言ってやがっ」

　男が手を伸ばそうとした時、ミーナが掌しよう打だを男のあごに入れた。

　脳を揺さぶられた男はその場に両ひざをつく。

「うおおっ」

　女性エルフが男をあっさり倒したことで、周囲がどよめく。

「な、何だあれ？」

「エルフだからな。身体強化魔術でも使ってるんじゃないか」

　周囲の人々は見物に回りそうな気配だった。

「こ、この」

　もう一人が真っ赤な顔で手を伸ばしたので、ミーナはすばやく膝ひざ蹴げりを彼のあごに叩たたきこむ。

　男がどさっと倒れると周囲から拍手が起こる。

「いいぞ、姉ちゃん！」

「そいつらにはみんな困ってたんだよ」

「拍手が起こるのね」

　ベアーテが目を丸くした。

「みんな困ってたと言いつつ、我々が絡まれても助けない。その程度ということだ」

　ミーナは皮肉たっぷりの言葉を彼女に聞かせる。

「え、ええ」

　ベアーテは神妙にうなずく。

「あわあわあわ」

　フラフィは激しく動揺していたが、バルに肩を叩かれる。

「落ち着け。あいつは誰も殺してない」

　人が聞けば笑えないことを彼は言う。

　しかし、フラフィはそれで落ち着きを取り戻す。

「そ、そうですね」

「ただ、こうなったら離れたほうがいいな」

　バルはそう言ってミーナに目配せをする。

　彼女はうなずいてベアーテを促うながす。

「行くぞ」

「え、そうね」

　ベアーテはよく分かってない顔のままついてくる。

「警備兵だ！」

　誰かが叫ぶ。

　バルはそっとベアーテを抱きかかえる。

「きゃっ」

　ベアーテは可愛かわいらしい悲鳴をあげるが、状況に気づくとバルにしがみつく。

「じゃあ飛ばすよ」

　彼がそう言うとミーナはすばやくフラフィを抱える。

「きゃっ」

「我慢しろ」

　悲鳴をあげた彼女にミーナは冷淡だった。

　バルとミーナは人を抱えているとは思えない速度で、何度も道を曲がり警備兵をまいてしまう。

　かなり離れた大きな通りに出たところで、二人は抱えてる者を下ろす。

「あれがお姫様だっこかしら？　楽しかった！」

　ベアーテはニコニコして感想を述べる。

「び、びっくりしました」

　フラフィのほうは泣きそうな顔だった。

「胆力はだいぶ違うな」

[image: ]

　ミーナは一言言う。

「ベアーテ様、緊急とは言え断りもなく抱えてしまい……」

「いいわよ」

　謝ろうとしたバルの言葉を、ベアーテは途中で遮る。

「面白かったし！　ああやって逃げるのね」

　彼女は本当に楽しそうに笑う。

「逃げたところが面白いとは、やはり変わり者か」

　ミーナも笑っている。

　そのかたわらでフラフィは胸に手を当てて深呼吸をくり返す。

「大丈夫か？」

　バルが優しく声をかける。

「は、はい」

　フラフィは気丈に答えたが、彼はベアーテに提案した。

「どこかで少し休みませんか」

「いいわね。お茶をしてみたいわ」

　ベアーテはルビーのような瞳を輝かす。

「どこかお茶をできる店を探そう」

　バルが言うと、すかさずミーナが前方を示した。

「でしたらあそこに一軒見える『風と語る猫』はいかがですか？」

「いいわね」

　ベアーテは手を叩いて賛成する。

「フラフィはどうする？　いやだったら考慮するが」

　バルに聞かれたフラフィは必死に首をふった。

「滅相もない。私に異論はありません」

　彼女の立場では反対意見など出せるはずがない。

　だが、それはよくないとバルは思うし、ベアーテも同感だった。

「あら、今は平民四人しかいないんだから、意見は言わなきゃダメよ？」

　彼女は真剣な顔で言うが、ルビーのような瞳は笑っている。

　現状を存分に楽しんでいるのだろう。

「は、はあ……」

　フラフィはそれでもためらった。

　侍女として臣下としての意識は簡単に切り替えられるものではない。

「無む理り強じいするわけにもいかないか」

　とバルは言った。

「すぐに切り替えられるほうが稀け有うだからな」

　彼の言葉にミーナはうなずく。

「残念」

　ベアーテはがっかりしたが、それ以上要求はせず笑顔に戻る。

「じゃあ行ってみましょう？　行列ってあるのかしら」

「見たところなさそうだな」

　ミーナが応じた。

　普通は行列に並びたくないと思うものだが、ベアーテは並んでみたいらしい。

「行列ができている店にしますか？」

　とバルがたずねた。

「んんー、どうしよっかな」

　ベアーテは思案する。

「時間の浪費になりませんか？」

　ミーナがバルにもっともな質問をした。

「そこは彼女次第だろう」

　バルはそう応じる。

「彼女にとって得がたい体験をするという目的を達成する点では同じだ」

「なるほど……」

　ミーナは彼の論法に納得した。

「そもそも現状がすでに時間の浪費中だと言える」

　彼がそう言うとミーナとベアーテが笑う。

「それは否定できませんね」

「本当よね！」

　とベアーテは同意してから言った。

「決めたわ。やめておく」

「いいんですか？」

　バルに確認され、彼女はうなずいて考えを明かす。

「わたくしだけならともかく、みんなをつき合わせるのは悪いものね」

　彼女の回答にフラフィは息をのむ。

「まさかお前が他人に配慮できるとはな」

　ミーナは目を丸くしながら無遠慮に言い放つ。

「あら、わたくしだって少しくらいはするのよ」

　ベアーテは笑って応じる。

「したい時にしてるだけですよね」

　バルが訂正した。

「バレたか。さすがね」

　皇女はぺろりと笑う。

　バルとミーナは笑うが、フラフィだけは笑えなかった。







第十一話　初めての体験




　件くだんの店にはすぐに入ることができたが、四人で満員になった。

「ギリギリだったね」

　ベアーテがつぶやく。

　彼女の右隣に座ったフラフィがこくりとうなずいた。

「残念だったか？」

　フラフィの前に腰を下ろしたミーナが聞く。

「少しね」

　ベアーテは微笑ほほえんで認める。

「それはまたの機会でお願いしますよ」

「はーい」

　バルに言われて彼女は調子のよい返事をした。

「どうですか、この店は？」

　バルがさっそく彼女に問う。

　ベアーテはキョロキョロと店内を見回す。

「思ったより落ち着いた店ね。それに女性客が多めだわ」

　彼女は意外そうに言う。

　平民が集まる店はもっとにぎやかだと思っていたのだろう。

「女性が多いのに静かなんですね？」

　フラフィも不思議そうだ。

　話に花を咲かせるのが得意な女性が多いと、会話の声量が自然と大きくなってしまうものである。

「貴族とは違うんだよ」

　バルが言った。

「貴族だと会話に秩ちつ序じよがありますからね」

　ミーナが補足する。

　貴族同士だと誰が主導権を握って会話が進行するのか、決まっていることが多い。

　バルやミーナのようにごく一部が例外を認められているし、ベアーテのように平気で無視する存在もいないわけではないが。

「平民にはないの？」

　ベアーテとフラフィは仲良く衝撃を受けている。

「それなのに雑然としてないなんて……」

　むしろフラフィのほうがショックは大きかったようだ。

　呆ぼう然ぜんとしてもう一度店内に視線をさまよわせる。

「それでも乱れないのはなぜ……？」

　と小さくつぶやく。

「みんなが遠慮しあってるのさ。単純だろう？」

　バルが言う。

「……あまりにも単純すぎてかえって気づかなかったわ」

　ベアーテは自分を恥じるように目を伏せる。

「同感です」

　フラフィも神妙に応じた。

「平民にも優れたところがあると知って今どんな気持ちだ？」

　ミーナは冷笑とともに二人を煽あおる。

「反省してる」

　とベアーテは応じた。

「穴があったら入りたいとはこのことなんですね」

　フラフィも言う。

「二人とも素直に認められるタイプだからな」

　バルはそう言ってミーナを牽けん制せいする。

「そのようですね」

　彼女はうなずいて冷笑をひっこめた。

「ところで、いつになったら給仕は来るの？」

　ベアーテが首をかしげる。

「本当ですね」

　フラフィも共感した。

　彼女たちにしてみれば、仕える者が気を利かせてやってくるものである。

「ああ。リストを見て注文内容を決めてから、店員を呼ぶスタイルですよ」

　とバルが言う。

「店によってスタイルが違うから気をつけろ」

　ミーナはそう忠告する。

「ええ、店ごとで違うの」

「区別しないといけないのですか」

　ベアーテとフラフィはまた一つ覚えることがあった。

「少し待っても店員が来なければそういう店だと、予想はできます」

　バルが見分け方を教える。

「なるほど」

「親切かどうかはさておき、一応見分けられそうですね」

　うなずく二人の少女にバルがリストを見せた。

「何にしますか？」

　と彼が聞く。

「パスタ、紅茶、バラ茶以外よく解わからないかもしれません」

　フラフィが恥ずかしそうに告白する。

「わたくしも料理分からないわね」

　ベアーテも少し肩を落とす。

「あとはパンくらいかしら」

　皇女はそう言った。

「文字を見るだけでは分からないものが多いですね」

　とフラフィがつぶやく。

「バルトロメウス様、どうしますか？」

　ミーナが彼に問いかける。

「我々が助言するのが妥当だろう。パスタを多めに注文して、取り分け用の皿をもらったらどうだ？」

「なるほど。人にやってもらったことはあっても、自分でやったことはないでしょうね」

　ミーナのエメラルドの瞳がベアーテを捉とらえた。

「そのとおりね」

　ベアーテは名案だと顔を輝かす。

　フラフィが「あーあ」という顔をする。

　彼女でなくとも皇女が次に何を言うか予想できた。

「ぜひやってみたいわ」

　みなの予想通りのことを皇女は口にする。

「そうしますか」

　バルは同意したが、ミーナは首をかしげた。

「大丈夫でしょうか？」

　ベアーテにそんなことできるのかという疑問は当然だろう。

「何、失敗も経験のうちだ」

　とバルは軽く言う。

　彼自身、ベアーテが上手にできるとは考えていないのだ。

「では私とやりましょうか？」

　フラフィが提案する。

　彼女にしてみれば皇女の世話をするのは当然だった。

「いや、君はミーナとやってもらおう」

　バルの言葉にフラフィは目を丸くする。

　そして視線を渋面になったミーナへ向けた。

「いいのですか？」

　とフラフィは問う。

「それが妥当だろう」

　少しも妥当だとは思ってなさそうな顔でミーナは応じる。

「私は一応できると思いますが」

　フラフィが申告したのも無理ない。

　侍女としての務めをこなしている彼女ならばできるだろうとバルも思う。

「君は心配してないさ」

　バルが言ったので、フラフィは引き下がる。

「私と組むのは不服か？」

　ミーナがじろりと彼女を見た。

「い、いえ！」

　フラフィは急いで、そして必死に否定する。

「あんまりいじめるなよ」

　バルがミーナを牽制した。

「聞いてみただけです」

　ミーナはスッと引き下がる。

　フラフィはもやっとしたが賢明にも黙っていた。

「デザートはどうしますか？」

　バルがベアーテに質問する。

「フルーツにお菓子があるのね」

　彼女は迷いを見せた。

「どうしようかしら」

「タルト、ケーキ……一応私たちでも分かるものが並んでますね」

　フラフィが言う。

「お菓子やフルーツは基本嗜し好こう品ひんだからな。平民が知っていて貴族が知らないものというのは、めったにあるものじゃないさ」

　バルが答えた。

「なるほど」

　フラフィはもっともだと思い、赤面する。

　自分の鈍感さを恥じたのだ。

　ミーナは口を開いたが、彼女を責めたりはしない。

「もっとも例外はありますよ。他の種族が産出しているものとか」

「ああ、それがあるか」

　ミーナの指摘にバルはうなずく。

「どういうことでしょう？」

　フラフィが首をかしげる。

　ベアーテはと言うと、興味深そうにバルを見た。

「別の、エルフやドワーフといった種族の嗜好品は平民から広まることがあるんですよ。たとえば火か酒しゆとか竜りゆう酒しゆでしょうか」

「ああ！」

　ベアーテとフラフィは理解し、思わず声をあげる。

「バラ水も実はエルフから広まったはずですが、知っている者はあまりいませんね」

　とミーナが言った。

「それは忘れられてる可能性が高いな」

　バルは認める。

「何年前の話なんだろう？　千年くらい？」

　ベアーテが首をかしげた。

「二千年から二千五百年ほどだったかな」

　ミーナがそう告げる。

「人間の感覚だと王朝が七、八回くらいは変わってもおかしくない年月だな」

　とバルが息をこぼした。

「エルフだと生まれてから死ぬくらいまでなのですが」

　ミーナが応じる。

「エルフって本当に長寿ねえ」

　ベアーテが感心した。

「二千年……」

　フラフィも圧倒されたようだった。

「ヴィルヘミーナは何歳くらいなの？」

　ベアーテがルビーの瞳を好奇の光で満たしてたずねる。

「秘密だ」

　ミーナの返事はそっけない。

「ええー」

　ベアーテはがっかりして肩を落とす。

　それからバルを見る。

「バルトロメウスは知ってる？」

「知ってます」

　バルは即答した。

「そっかあ」

　皇女はむしろ納得したようである。

「バルトロメウスくらい仲良くないと教えてもらえないのかあ」

「教える義理もないしな」

　ミーナは冷たく言う。

　もっとも、バルにすればだいぶ愛想がいい。

（本当にベアーテ皇女を気に入ったんだな）

　いいことではないかと彼は思う。

　もちろんミーナのためにも、帝国のためにもだ。

「で、デザートだけどどれにする？」

　ベアーテが話を戻す。

「木き苺いちごのタルトがありますね」

　フラフィが一点を指でさした。

　ちらりとミーナを見たのは、彼女の意見がほしいからだろうか。

「これはエルフの料理ではないな」

　と彼女の意図を察したミーナが言う。

「そうですか」

　フラフィはしょぼんとする。

　彼女なりにミーナに対して気を遣ったのだろう。

「エルフ料理はないだろ？　ならこれもみんなで取り分けられるものにしようか」

　バルがそう提案する。

「いいですね。それが手っ取り早いでしょう」

　すぐにミーナが賛成した。

「うーん」

　だが、ベアーテはまだ迷う。

「どうしました？」

　バルが彼女に聞いた。

「取り分けするなら、四種類頼んだほうがお得かなって」

　彼女はそう答える。

「なるほど」

「欲張りな回答だな」

　バルは納得し、ミーナは揶や揄ゆした。

「にはぺろ」

　ベアーテは舌を出したが悪びれた様子はない。
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「そのアイデアはありですね」

　とバルが認める。

　皇族らしいと言えばそれまでだが、食べられるのであれば問題はない。

「そうかもしれませんね」

　ミーナがさっそく賛成に回る。

　フラフィは何も言わなかったが、ベアーテはぷっと吹き出す。

「ヴィルヘミーナって基本的な姿勢はそうなの？」

　バルに対する従順さを揶揄するような発言で、フラフィの肝が冷えた。

　内心思っていても誰も指摘しなかった危険な発言だと、侍女には思えたのである。

「基本はな」

　ミーナは怒らずに堂々と認めた。

「それの何が悪い？」

　それどころか逆に聞き返す始末である。

「バルトロメウス……」

　これにはさしものベアーテも返事に困ったらしく、バルに話を振った。

「まあ常にこうではないので」

　バルはそう答える。

　彼は自分が言っても説得力はないと理解していた。

　しかし、他にどう言おうと何かが変わるわけではないということもわきまえていた。

「ふうん？」

　ベアーテは踏み込まず、バルの態度から何かを感じたように考え込む。

　彼女は自由人だが、致命的な領域には踏み込まない鋭敏さは持っているようだ。

「わたくしがヴィルヘミーナみたいになったらどう思う？」

　考えようによっては皇女のこの問いもきわどい。

　少なくともフラフィはそう感じた。

「せっかくの個性が死にますね」

　バルは何でもない様子で答える。

「そっかー。そうかもね」

　ベアーテはにこりと微笑む。

「私のまねをしたところで何も変わらないぞ。実力を磨くならともかくな」

　とミーナがあきれ顔で指摘する。

「そう？」

　ベアーテは首をかしげた。

「わたくしが強くなっても意味ないんじゃない？」

「まったくないわけではないかと思います。他に優先するべきものがあることは否定できませんが」

　バルはそう返事する。

「そうかしら？」

　ベアーテはミーナに視線を移した。

「守るほうは楽だろうな。私やバルトロメウス様以外には効果的だ」

「守るほうの負担が減るなら考えてみようかしら」

　ミーナの返答に皇女は前向きになる。

　ただ、それでも単純な疑問はぬぐえなかった。

「けど、わたくしに才能はあるかしら？　期待できない気がするのだけど」

　ベアーテがそう言ったのも無理はない。

　彼女の家系から優れた武人や魔術師が出たという話は聞いたことがなかった。

「帝国を建てた初代は？」

　とミーナが問いかける。

「人望やカリスマ性は抜群で、猛も者さや賢者を束ねていたらしいが、個人の強さについてはさっぱり残ってないな」

　バルが返事する。

「強かったらそう残すだろうから、期待できないわねえ」

　ベアーテも嘆息しながら言った。

「統治者には武勇より必要なものがあるのは分かる」

　ミーナはそう応じ、バルに目をやる。

「バルトロメウス様は周囲に強くなるようにすすめていらっしゃるようですが……」

　彼女でなくても気づいている者はいるだろう。

　だが、彼に質問するのは彼女が最初になった。

「アリアから聞いた話がな」

　バルは苦い顔をする。

　ミーナは察した。

「思っていたより根が深い問題になりそうでしたね」

「え、そうなんですか？」

　思わずフラフィが声に出してしまう。

　とっさに口を押さえ、あわてて謝罪しようとしたが、それよりも先にバルが許す。

「非公式な場だし、君にも関係がないわけじゃない」

「でなかったら私がバルトロメウス様に問うわけがないだろう？」

　ミーナのほうは少しきつい言い方だが、彼女の場合はこれが基本だ。

「恐れ入ります」

　そのためフラフィは怯おびえず頭を下げる。

「根が深い……【魔界の民】が関わってるだけあって、わたくしたちの思いもよらない手段がある感じ？」

　ベアーテが聞いた。

「地上にはない魔術具があるというのは厄介ですね」

　バルが答える。

「魔界のほうがその点では上かもな」

　ミーナも不愉快そうに言った。

　フラフィの顔が青くなっていく。

　バル、ミーナという二人にそう言われると彼女としては心配でたまらない。

「だ、大丈夫でしょうか？　お二人に失礼かもしれませんが」

　彼女の反応にミーナが応じる。

「バルトロメウス様が勝てないなら、地上は滅びるしかあるまい。あきらめろ」

「ミーナ」

　やむを得ずバルがたしなめる。

「失礼しました」

　ミーナは彼に対して詫わびた。

「まあ何とかなるんじゃない？　バルトロメウスなら」

　とベアーテはあっけらかんと言う。

　豪胆なのか鈍感なのか、区別がしにくい態度だった。

「話を変えましょう」

　バルがそう言うと、皇女が応じる。

「と言うより、いい加減注文しましょう？」

「そうですね」

　バルとベアーテはほぼ同時に笑う。

　すっかり注文を忘れていたのが、何となくおかしかったのだ。

「せっかくだし、わたくしが注文してもいい？」

　そう言い出したベアーテをバルは止めなかった。

　彼が止めないならということで、皇女は初めての体験をする。

　店員を見てそっと手をあげて呼び、注文をする。

「えーっと、何だったっけ？」

　ベアーテは首をかしげた。

　人の会話をいちいち覚えておかなくても、周囲が手助けしてくれる立場ならではだろう。

　ミーナはそっとため息をつき、バルは黙って見守る。

　フラフィが横からそっとベアーテに教えた。

　貴族令嬢と言ってもさらに上の身分に仕える立場の彼女は、従者としてのスキルが備わっている。

「パスタを四人分、取り分け用の皿と食器も。それから紅茶、ケーキを四種類」

　ベアーテはたどたどしく言った。

「パスタと言っても種類はございますが」

　男性給仕はにこやかに聞く。

「えっ？　ええっと」

　ベアーテは目を泳がせ、バルに助けを求める。

（あんまり恥をかかすのはダメだな）

　彼はそう判断して助け船を出すことにした。

「ここの上から四つの一種類ずつでお願いします」

「かしこまりました」

　給仕はにこやかに一礼し去っていく。

「あー、ダメだった」

　ベアーテは頭を抱える。

「いきなりできるなら誰も苦労しませんよ」

　とバルがなぐさめた。

「大事なのは挑戦することだな」

　ミーナも彼女にしては優しく言う。

「そうですよ」

　フラフィは一言言っただけだった。

「みんな、あんなことやってるんだ。すごいのね」

　ベアーテは感心してみせる。

　根が素直な彼女は他人の苦労を理解することができた。

「理解できるなら、やってみた意味があるな」

　とミーナが評する。

「勉強になったわ」

　ベアーテはにこやかに言った。

「だからと言って下々の者に優しくなるとは思えないが」

　ミーナははっきりと告げる。

「あらそう？」

　皇女は首をひねった。

「今言うことじゃない」

　バルがたしなめる。

「失礼しました」

　ミーナが詫び、ベアーテはぶっと吹き出す。

「何だか漫談みたい」

　その横でフラフィが顔色を悪くしている。

　ミーナとバルの関係を笑うのは大それたことに思えるのだ。

「否定はできません。なあ？」

　バルが同意し、ミーナに意見を求める。

　彼女は頰ほおを赤らめ黙ってうなずいた。

「二人の出会いの話を聞きたいなぁ。ダメ？」

　ベアーテは唐突に切り込んでくる。

「我々の出会いですか？」

　バルが聞き返す。

「だってヴィルヘミーナ、別に帝国に忠誠を誓ってないでしょ？」

　ベアーテの言葉は核心をついていた。

　非常にセンシティブな問いをためらわずに投げる彼女は、ある意味で勇者と言えそうである。

「いい度胸だな」

　ミーナは彼女をそう評価した。

「疑いながらも面と向かって言ってきたのは皇帝だけだ」

「そうなんだ」

　ベアーテはきょとんとする。

　自分が特別なことをやっているという自覚はなさそうだった。

「肯定しておこう。否定してもおそらく信じないだろう？」

　ミーナはきっぱりと言う。

「ええ。信じないわよ。だってバルトロメウス以外どうでもいいと思ってそうだもの」

　ベアーテは素敵な笑顔で言い切った。

「だいたいあってるな」

　ミーナは堂々と認める。

　バルは驚きもしなかったが、はたで聞かされるフラフィの顔色が気の毒なことになっていた。

「いくら何でも堂々としすぎだ」

　バルが苦い顔で言う。

「とりつくろうものでもないと思いましたが」

　ミーナはそう答え、

「今後は留意いたします」

　とつけ加える。

　大丈夫かなという顔をしたのはフラフィだ。

　彼女の感覚はいたって正常である。

「何か街の視察に来たはずなのにね」

　ベアーテは予想外だと笑った。

　この展開を笑えるのは彼女の強みだろう。

「食べ終えたら戻りましょう。行きたいところはありますか？」

「本当は魔物とか見てみたいんだけどね」

　バルの問いにベアーテは正直に答える。

「……不可能ではないですが」

　バルはそう言ってミーナを見た。

「できますよ」

　彼女は即答する。

「本当に？」

　ベアーテは瞳を輝かせて身を乗り出す。

　そしてフラフィのことを思い出した。

「フラフィもいるけど、大丈夫？」

　彼女が聞いたのはバルやミーナにではない。

　たかが魔物で彼らを心配するわけがなかった。

「わ、私は大丈夫です」

　フラフィもそのことは理解し、返事をする。

「では食後の運動がてら探しに行くか」

　バルは軽く言った。

「楽しみ」

　ベアーテが満面の笑みを浮かべる。

「お前なら楽しみそうだな」

　とミーナは鼻を鳴らす。

「まるでピクニックみたい……」

　フラフィは自分の感覚がおかしいのかと悩みそうになる。

　だが、すぐに否定した。

　どう考えてもベアーテのほうが少数派だろう。

　いくらバルとミーナという帝国の二大戦力が同行すると言っても、未知の脅威に対する不安がなくならないのが人間というものだ。

「ピクニック気分でされても困るんだが」

　ミーナが軽くベアーテにくぎを刺す。

「我々への信頼の表れと思いたいところだが……」

　バルも別に皇女の味方というわけではなかった。

　信頼に感謝しつつも、物見遊山気分には待ったをかけたい。

「にはぺろ」

　ベアーテはもう一度笑ってごまかした。

　可愛かわいいとフラフィは思うが、騙だまされたりはしない。

「まあそのために一度経験してもらうのはよさそうだ」

　バルは言った。

「なるほど。知らないからこそ、娯楽感覚なのかもしれませんね」

　ミーナはうなずく。

　そして加か虐ぎやく的てきな笑みを浮かべる。

「では少し厳しいところにいきましょうか？」

「すぐに戻って来られるところか？」

　バルが聞く。

　一応長時間寄り道するわけにはいかないのだ。

「ええ。転移魔術を使えば日帰りで行けるでしょう」

「なら反対する理由はないな」

　バルがそう言ったため、彼らの行き先は決定する。

「えっと、私もですか？」

　フラフィは危険を感じたようで、顔を青くしながら問いかける。

「あきらめてくれ」

　バルは優しく言ったが、それだけに彼女には堪こたえた。

「バルトロメウス様がいらっしゃるのに失礼な女だな」

　とミーナが顔をしかめる。

　彼女は自分の力が疑われるより、バルが疑われるほうが不快なのだ。

「いや、これが普通だろ」

　バルが擁よう護ごする。

「もう一人のほうが例外なだけだ」

「そういうものですか」

　彼に言われたのでミーナは矛を収めた。

「帝国は徴兵制度がありますが、貴族の子女は免除されるのでしたか」

　そして話題を切り出す。

「は、はい。私は参加していません」

「わたくしもねー」

　フラフィは申し訳なさそうに、ベアーテは残念そうに言う。

　平民階級は強制だが、貴族階級は任意なのだ。

「現実を教えておいたほうがいい気がするのですが。少なくとも大きな穴となるリスクはあるでしょう」

「陛下には伝えてあるんだがな」

　バルの返事は苦い。

　当代皇帝は乗り気だが、貴族たちは乗り気ではなかった。

「貴族どもの力をそぐ必要がありますか」

　ミーナは過激である。

「おい」

　バルはたしなめ、ちらりとフラフィを見た。

　彼女もまた貴族出身だから、うかつな発言は聞かせられない。

　ミーナは冷ややかな視線を浴びせて、フラフィに心理的な圧力をかける。

「わ、私は何も聞いてません。そもそも当家は皇族派ですから」

　彼女は必死に言った。

「そうでないとさすがにわたくしの侍女になれないわよ」

　とベアーテが告げる。

「そうでしょうね」

　バルはうなずいた。

「そうだ、わたくしが参加すればいいのよ」

　ベアーテは名案だとばかりに手を叩たたく。

「まさか軍にですか？」

　バルですら一瞬意表を突かれた。

　フラフィは息をのみ、ミーナはうさんくさそうに皇女を見つめる。

「アドリアン兄上だけでしょ、きょうだいで軍に参加したの」

「そうですね」

　バルが合の手を入れた。

　実のところ皇族の参加率の低さこそ、貴族が乗り気でない理由の一つである。

　トップがやらないとなると、下はついてこないという見本だ。

「わたくしが参加すれば、まねする家だって増えるでしょ？」

「それは確実です」

　ベアーテの意見はとんでもないようで一理ある。

「ベアーテ様が参加なさるなら当然令嬢たちは参加するでしょうね」

　とフラフィが言う。

　ゆるやかな対立があると言っても、皇族の歓心を買うことに熱心でない貴族の家はほぼ皆無だ。

「皇女ですら参加したのにと、他の貴族どもに言えるな」

　ミーナは感心した態度を見せる。

　彼女がバル以外に感心することは珍しかった。

　だが、当のバルが懸け念ねんを示す。

「皇族での立場が悪くなりませんか？」

「それは元から悪いわよ？」

　ベアーテはあっけらかんと応じ、バルを絶句させる。

　フラフィは頭を抱えて、ミーナは吹き出した。

「面白い奴やつだな」

　バルがじろりとにらんだので、ミーナはあわてて笑顔をひっこめる。

「だが、バルトロメウス様のご心配を無下にはするな」

　今さら怖く言ってもベアーテには通用するはずもない。

　しかし、ベアーテは小さくうなずいた。

「わたくしのことを心配してくれる人は貴重だものね」

　と言い放つ。

　本人は自虐しているつもりはないらしい。

「困ったものだ」

　バルはそっとため息をつく。

「あら、わたくしは皇族の責務を放棄するつもりはないわよ？」

　ベアーテが言うと、彼は苦笑する。

「礼儀無視のあなたに言われても、説得力半減です」

「えー」

　皇女は不満そうだった。

「自覚が足りないのは事実だろう。反省しろ」

　とミーナも言う。

「ヴィルヘミーナ、悲しいくらいバルトロメウスの味方ね」

　ベアーテが嘆なげくようにそっと息をこぼす。

「当然だ。ごまかしはきかないぞ？」

　ミーナが真顔で言えば、

「にはぺろ」

　ベアーテは図星を突かれたと舌を出す。

「ごまかせると思わないでください」

　バルがくぎを刺す。

「バルトロメウスは厳しいよね。そこがいいんだけど」

　ベアーテはにこりと笑う。

　危険な発言である。

　バルがフラフィを見ると、彼女は必死に「何も聞いてない」とアピールした。

「……食べ終わったし、ここを出ましょう」

　とバルは提案する。

　このままでいると、ベアーテはどれだけ危険発言を繰り返すか分からない。

　彼女は理解したうえで平然としているからこそ、厄介なのだった。

「りょうかーい」

　ミーナはもちろん、ベアーテも逆らわない。

「あ、お金ってどうするの？」

　足を動かそうとしたところでベアーテはたずねる。

「この中の誰かが払いますが」

　バルが言うと、フラフィが手をあげた。

「私が払うべきだと思います」

　この中で一番立場が低いのが彼女である。

　彼女にしてみれば当然という感覚だ。

「えー、わたくしやりたい」

　ベアーテはその常識を無視して希望を言う。

「言うと思った」

　ミーナは嘆息する。

「まあいいだろう」

　バルは認めた。

「え、いいんですか？」

　フラフィが思わず聞く。

　彼の判断が事実上の決定となるのだから当然だった。

「ああ。大したことでもないし、やり方を教えて差し上げろ」

　バルの指示にフラフィはうなずく。

　たしかにお金を払う行為自体は大して難しくもないし、危険でもない。

　絶対に止めるべきことでもなかった。

「ではまずお財布を渡すところから……」

　フラフィはベアーテに説明しはじめる。

「へえ」

　皇女はそれを興味深そうに見た。

「それが財布っていうのね」

　皇族たる彼女は財布なんてものを持ったこともなければ、見たこともない。

「はい」

　フラフィはそのことを思い出し、最初から説明する。

「これが銅貨、これが銀貨、これが大銀貨でして」

「へえ、それが貨幣なのね」

　ベアーテは感心した。

　ミーナが防音魔術で会話を遮断していなければ、好奇の視線を集めていただろう。

　ベアーテは本当に何も知らないのだ。

（それだけでも価値はあるかな）

　とバルは思う。

　せめてベアーテ自身に何かをもらたらすと信じたいところだ。

　無事支払いを終えて彼らは店を出る。

「んー」

　同時にベアーテは大きく背伸びをした。

「活気がいいし、空気も悪くないわね」

　彼女はそうつぶやく。

「皇帝陛下の治政が上手うまくいってるということでしょう」

　フラフィが応じる。

「そうかな？」

　皮肉っぽく疑問を投げたのは言うまでもなくミーナだ。

「欠点ならいろいろあげられるぞ？」

　彼女は意地悪く笑う。

「だよねー」

　ベアーテは特に気にしていない。

　それどころか愉快そうに笑う。

「欠点のない政治なんて、人間には不可能だ」

　とバルが言い、ミーナがそっと頭を下げた。

　彼女も分かっていてベアーテをからかったのだろう。

「バルはいい理解者って感じね」

　ベアーテは言った。

　うれしそうな顔ではなく、興味深そうな目つきである。

「限界を知っているだけです」

　バルは神妙な顔つきで応じた。

「ふふふ」

　ベアーテは好ましそうに笑う。

「そういうことにしておきましょうか」

　彼女は軽い足取りで周囲を歩き回る。

　人ごみの中を歩くことに慣れていないはずなのに、上手くすり抜けていく。

「意外と巧たくみですね」

　ミーナが思わず目を丸くした。

「ダンスの才能あるみたいです」

　フラフィはそう告げる。

「ダンスの上手い下手と人ごみを縫ぬって歩く技能は、縁がなさそうに思えるがな」

　バルは微笑した。

　別に彼としては彼女をとがめたかったわけではない。

「ベアーテ様には関係ない点でも関係ありそうに思えるような、不思議な力がある」

「否定はできませんね」

　という言い方でミーナはバルの考えを肯定する。

　ある意味の才能だろう。

　何の役に立つのかと言うほど彼女は野や暮ぼではない。

　バルに対して限定だが。

「お二人ともすごいですね」

　とフラフィが感心したのは、彼らは会話しながらしっかりベアーテを追跡できている点だ。

「俺は異能を使ってるが、ミーナは素すだぞ」

　つまりミーナのほうがすごいとバルは言う。

　ミーナは小さく一礼したのみである。

　自分がバルよりすごいことを肯定したくないようだった。

　彼らを見ていたベアーテに体格のいい男が接触する。

「きゃっ」

　ベアーテが体勢を崩し、ミーナがすばやく支えた。

「気をつけろ、小娘！」

　男が怒鳴りつける。

　お忍びでなければ拘束程度では済まない態度だ。

　女子どもと見るや威勢がよくなる手合いは残念ながらどこにでもいる。

「これが現実なのですね」

　フラフィが単純ではない顔で言う。

　ベアーテはうるさそうに顔をしかめたものの、怯えてはいない。

　隣にミーナ、近くにバルがいるのに怯える道理がなかった。

「ごめんなさいね」

　ベアーテがにこりと微笑むと、男は硬直する。

　性格を知らなければミーナと比べてそう劣らぬ美貌の持ち主だけに、男性相手の破壊力は圧倒的だった。

「お、おう……」

　男の怒りはあっという間に消える。

「わ、分かればいいんだよ」

　照れたように目をそらし、そそくさと立ち去った。

「けっこう可愛いところあるじゃない、男って？」

　ベアーテは自分の魅力を自覚しているらしく、小悪魔的な笑みを浮かべる。

「笑顔一つで撃退とはな」

　戦うつもりでいたミーナは拍子抜けして言った。

「ヴィルヘミーナもその気になれば同じことできるわよ？」

　ベアーテはからかうように告げる。

　フラフィは心の底から同意したが、ミーナ自身は顔をしかめた。

「あんなのに微笑むとか私はごめんだな」

「まああなたはそうでしょうね。不器用だもの」

　ベアーテはそう言う。

「不器用？　私が？」

「ええ」

　ベアーテはうなずく。

「あなたがもっと笑顔を見せれば、あなたへの不満は一気に減るでしょう。でも、分かっていてもそんなことはできないのよね」

「当然だ。……お前の社交力は大したものだ」

　ミーナはそう言って彼女の考えを認める。

　彼女は自分と異なる生き方を否定するほど狭量ではない。

　憎まれ口はたたくとしても。

　バルがここで彼女たちに話しかけた。

「移動するぞ。目立ちすぎた」

「はい」

　バルとミーナでベアーテとフラフィを挟むようにして姿を消す。

「何だったんだろう、あの四人？」

「さあ？」

「美形が何人もいたなぁ」

　取り残された人々はぽかんとして見送ったあと、それぞれの意見を戦わせる。

「お貴族様っぽい女の子がいたぞ」

「貴族だって冒険者になったりするぞ？」

「貴族のご令嬢とその護衛かな」

「やんごとないお方のお忍び旅行だったりしてな」

　最後の意見が出た時、言った本人も含めて一いつ斉せいに笑った。

　まさか自分たちが真相を言い当てたとは夢にも思わず、民衆は暮らしに戻っていく。







第十二話　戦いを見物する皇女様




　街の外へ出たところでバルは、

「さて、せっかくだし今から魔物を探したいところですが」

　と言ってミーナを見る。

　魔物を探すのは彼女のほうがずっと上手だ。

　彼女はこくりとうなずいて、北西の方角を指さす。

「七キロほど離れた先に、魔物の群れがいます」

「じゃあそこに行きましょ！」

　ベアーテは笑顔で発言する。

「……うん？　ここから北西に七キロ？」

　バルが声を出した。

「どうしたの？」

　ベアーテが不思議そうに彼の顔をのぞき込む。

「ギーゼルヘールの担当地域だったはずです」

「へえ、わたくしギーゼルヘールをよく知らないのよね。余計に行ってみたくなったわ！」

　ベアーテがルビーの瞳を大いに輝かせたため、バルは仕方なくミーナに目で合図する。

　ミーナは四人まとめて転移させた。

　その直後、矢が飛んできたのでバルがはたき落とす。

「いきなりなんだ、ギーゼルヘール」

　ミーナが不機嫌そうな声を出した。

「何だ、貴公らか」

　刺すような視線を向けていた弓兵が、かまえていた弓を下げる。

　二十代後半の茶色の髪を短く切りそろえ、鋭い青い瞳を持った男性だ。

　金色の弓以外は革の胸当てのみという軽装である。

「へえ、あなたがギーゼルヘール？」

「あ……」

　前に出たベアーテを見て、ギーゼルヘールはあわててひざまずく。

「私たちの任務、忘れていたらしいな」

　バルが苦笑する。

「ギーゼルヘールらしいですね」

　ミーナが軽く皮肉を言った。

「皇女殿下に弓矢を射かけるなど、臣にあるまじき非礼」

「別にいいわよ。転移直後に攻撃するって普通は無理なんでしょ？」

「まあ八神輝レーヴアテインクラスじゃないとほぼ無理でしょうね」

　バルがギーゼルヘールの行為は神かみ業わざに近いものだと伝える。

「じゃあそんなすごいものを見せてくれた褒美で帳消しね」

「ありがたき幸せ」

　ギーゼルヘールは土に額をこすりつけた。

　皇族に攻撃を仕かけるなど、死刑になっても文句は言えない行為である。

　ベアーテの寛容さは美点だった。

「ところで皇女殿下はどうしてこちらに？」

　ギーゼルヘールは土に額をこすりつけたまま問いかける。

「このあたりに魔物がいるみたいだから、戦いを見学しようと思って」

「は、はあ」

　ギーゼルヘールは複雑だったが、バルとミーナがいると思いなおす。

「私は殿下とフラフィの護衛で動けない。ミーナが手伝ってやれ」

「かしこまりました」

　バルの指示にミーナはうなずく。

「バルトロメウスの戦いを見られないのは残念だけど、ギーゼルヘールとヴィルヘミーナが戦うなら十分ね」

「恐れ入ります」

　ベアーテの発言でギーゼルヘールはかしこまったが、ミーナは鼻を鳴らし彼に話しかける。

「魔物がどこにいるのか、分かっているのか？」

「ああ。ここより百メートルほど先だろう」

　ギーゼルヘールの返事に彼女はうなずく。

「仲良くやれよ、ミーナ」

　ミーナが口を開くより先にバルが先回りする。

「……承知しております」

　ギーゼルヘールは一瞬にやりとしたが、すぐに笑みを消して立ち上がった。

「ヴィルヘミーナなら敵の数は分かってるだろうな」

「マイコニドが二十、テンタクルスが十、コボルトが二十だ」

　ミーナは何でもないように答える。

「さすがだ」

　ギーゼルヘールはしぶしぶながら認め、弓をかまえてベアーテを見る。

「前方に見えますか」

「障害物だらけで見えない……」

　ベアーテが悲しそうに言ったので、ミーナが彼女とフラフィに視力を一時的に強化する魔術をかけてやった。

「あっ、見えたわ！」

「ではさっと片づけましょう」

　ギーゼルヘールが弦を放つと、彼の魔力が矢となって音を立てず飛んでいく。

　離れたところを歩くコボルトの胸を射い貫ぬき、絶命させる。

「すごい」

　フラフィが声を漏らすがギーゼルヘールは無視した。

　百メートルほど離れた相手を正確に射貫くなど、彼にとって児じ戯ぎにも等しい。

「私も」

　ミーナは指をかざすと、一斉にマイコニドたちが燃え上がる。

「ひゃ、百メートルも離れてるのに、目標だけ燃やした……」

　フラフィは啞あ然ぜんとした。

　距離のある相手だけを燃やすには緻ち密みつで精度の高い魔術の技術が必要だ。

　さらに火を使ったのに延焼していない点もおそろしい。

　魔術をたしなむ彼女には、ミーナの力量のとんでもなさが理解できる。

「八神輝レーヴアテインならできて当然といったところか」

　バルの一言にギーゼルヘールとミーナ、ベアーテがうなずく。

　フラフィはこれが天上の実力だと思い知らされる。

　ギーゼルヘールの魔力矢が音も立てず、大混乱になっている魔物の群れを仕留めていく。

　ミーナはもう手出ししなかった。

　終わるとギーゼルヘールはベアーテに一礼する。

「お目汚しでございました」

「なかなか興味深く見ていたわ」

　ベアーテは満足そうに微笑ほほえむ。

「私はこの後、なぜ異なる種族の奴やつらが群れをなしていたのか、調査せねばなりませんが……」
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　ギーゼルヘールは礼儀正しく皇女の反応をうかがう。

「そこまではつき合えないわねえ」

　ベアーテの返事はギーゼルヘールとフラフィを安心させた。

「ではあとは任せたぞ」

「ああ」

　バルは短くあいさつし、フラフィとベアーテはそっと手を振って別れる。




　いくつかの街をお忍びで見回ったあと、ベアーテたちはミーナの転移魔術で馬車組に追いついた。

「あー、楽しかった」

　夜、食事をとりながらベアーテは満足した顔で話す。

「それは何よりです」

　随伴者たちは安心したように言う。

「ご無事で何よりでした」

　一人の女性が安あん堵どを見せる。

　バルとミーナがいると言っても、ベアーテの性格を知る者たちは誰も安心できなかったのだ。

「バルトロメウスとヴィルヘミーナがいるんだから、何かあるわけないじゃない」

　とベアーテは笑う。

「何か起こっても解決できるという意味ではそうだが、何も起こらない保証にはならんな」

　ミーナが訂正する。

「ヴィルヘミーナ、案外細かいのね」

　ベアーテは目を丸くしながら、無礼と受け取れることを言う。

　周囲はハラハラしているが、ミーナは怒らなかった。

「よく気がつくと言え。私のようなタイプはいたほうが得だぞ」

「まあねえ。みんながわたくしみたいだったら、秩ちつ序じよが崩壊しちゃうわね」

　ベアーテはそう応じ、周囲の人を驚かせる。

　この皇女、自覚はあったのか。

　おそらくバル以外の全員が同じようなことを思っただろう。

「驚いていらっしゃいませんね？」

　ミーナが目の前に座るバルに小声で話しかける。

「まあな」

　彼はベアーテが分かっていてあえて自分らしさを貫いていると、すでに気がついていたのだ。

「明日にはいよいよ『シュタルク・オルドヌング』に着くだろうが、はたして皇女は歓迎されるだろうか？」

　バルは小さく問いを投げる。

「形式的にですか？　本心からですか？」

　ミーナは一応聞いた。

「後者だよ」

　バルの返事は彼女の予想通りである。

「皇女個人に対しては困惑するでしょう。古臭い頑迷な輩やからが多いですから」

　ミーナの答えは明確で、鋭すぎた。

「やはりか」

　バルは納得する。

　形式や礼節を重んじる相手にベアーテが受け入れられるのかは、誰でも疑問に思うだろう。

「私としてはベアーテがどう出るかが疑問なのですが」

　ミーナは彼に聞き返す。

「自覚はお持ちだから、公的な場では心配いらないだろう」

　バルは答える。

　わずかにだが願望が込められていると、ミーナは気がついた。

「私が抑え込めると思いますが」

　彼女はそう言う。

　もちろんエルフたちが反発した場合である。

「いざという時は頼らせてもらおう」

　バルは言ったが、少し顔は硬かった。

「だが、最初からアテにしては殿下のためにならん」

「かしこまりました。二人だけの秘密にしましょう」

　ミーナは彼の考えを察し、それに沿った判断をする。

　二人の密談は周囲には聞こえなかった。

　彼らの会話に聞く耳を立てる勇者はいないのである。

　唯一例外だろうベアーテは、自分の体験をしゃべるのに忙しかった。

「ベアーテ様」

　やがてバルが席を立って彼女に話しかける。

　皇女のおしゃべりを遮る勇気の持ち主は、この場には彼とミーナくらいしかいなかったのだ。

「どうしたの？」

　舌の回転を止めて問いかけた皇女の頰ほおは紅潮している。

　初めての体験にまだ興奮が冷めていないのだろう。

「明日はいよいよエルフたちとの対面がありますし、そろそろお休みになってはいかがでしょうか？」

「……残念だけどそうするわね」

　ベアーテは素直に聞き入れる。

　疲労について彼女も自覚があったのかもしれない。

　彼女がフラフィと一緒に下がると、空気はゆるんだ……ということはなかった。

「バルトロメウス様」

　一人がおそるおそる呼びかける。

「何かな」

　バルは年長者相手に優しく応じた。

　彼は皇族以外に敬語を使う必要はない立場である。

「ベアーテ様にとってよい経験となったでしょうか」

「なったはずだ」

　バルは断言しなかった。

「どう活いかすかはあの方次第だが心配はいらないだろう」

　彼の言葉に随伴者たちは安堵する。

　皇女が使節として送られる最中にお忍びで土地を見て回るなんて無む茶ちやにもほどがあるのだし、やるからには成果がほしかったのだ。

　ベアーテ本人のためである。

「心配ならお前たちもついてくればよかったのだが」

　彼らに冷ややかな視線を向けたのはミーナだった。

「いえ、お二方に対して不安があったわけでは」

　男性があわてて訂正する。

　むろんミーナは承知していた。

「ミーナ」

　バルは制止する。

　ただのいびりになりかねないと判断したからだ。

　ミーナが黙って彼に頭を下げたため、他の面子メンツは再び安心する。

　バルとミーナが退出したあと、ようやく空気は軽くなる。

「バルトロメウス様がいらっしゃってよかったな」

「陛下のご差配に感謝申し上げねば」

　彼らは小声で話す。

　ミーナが優秀で頼りになることは疑う余地はないものの、バル以外に当たりがきつすぎる。

　ベアーテも最近例外となっているが、彼らにとって何のなぐさめにもならない。

「無事に済めばいいが……」

「無事には済むでしょう」

　年長者の弱気を、最年少の青年がやわらげる。

「済むかな？」

　最年長者が聞く。

「バルトロメウス様とヴィルヘミーナ様がいらっしゃるのに無事で済まないなら、世界が滅びますよ」

　青年は笑いながら言った。

「そりゃそうだ」

「たしかにねえ」

　一斉に笑いが起こる。

　二人への信頼感は絶対だ。

「そうは言うがな」

　年長者の表情は憂うれいが消えない。

　彼は別にバルとミーナを信じていないわけではなかった。

「無事の定義にもよるのでは？」

　誰も笑わなかった。

「心配性ですな」

　彼の次に年を食っている男性が言う。

「友好な相手との交流ですから大丈夫でしょう」

　彼は楽観的だったが、一抹の不安は消せない。

「そのために我々がいるのでしょう」

　最年少の青年は力強く言う。

　彼のことをまぶしそうに見る視線が集まった。

「言い切るな」

「バルトロメウス様とヴィルヘミーナ様とて万能ではない。我々の手助けが必要になる局面だってきっとあるはずです」

　青年は熱っぽく語る。

「これは教えられたようだな」

　年長者の背筋が伸びる。

　経験が多いと無駄に心配事や不安要素が見えてしまう。

　それが悪い方向に働いていたと気づき、彼は心のあり方を改めた。

「陛下の人事の妙みようと言うべきか」

　最年長者は当代皇帝と付き合いが長いだけに、偶然とは思わない。

　彼が弱気になることを見越し、経験が浅いがゆえに強気で熱い発言ができる青年を入れたのだろう。

「今回はエルフとの友好を確認する意味が強い。だからと言って気を抜かないようにな」

　最年長者の言葉に一同はうなずいた。







第十三話　到着




　馬車が出発して『シュタルク・オルドヌング』に着いたのは、太陽が真上から西へとある程度移動したころだった。

「ふー、ようやく到着かあ。お尻いたーい」

　ベアーテは馬車内で背伸びをしながら、甘えた声を出す。

「お疲れさまでございます」

　随伴者たちは彼女をねぎらう。

「まあ仕方ないけどね。使節の役目。いい経験だわ」

　ベアーテはあっけらかんと笑った。

　ここで不満を並べないのが彼女の美点だろう。

「案外根性あるじゃないか」

　とミーナが評価する。

「根性も体力もないわよ？」

　ベアーテは笑って応じた。

「あきらめることを知ってるだけ」

「それでも大したものだ。現実ってものに理解があるのはな」

　とミーナが言う。

　皮肉のスパイスが混ざっているが、彼女なりにベアーテを称賛しているのだった。

「そう？」

　ベアーテは誤解せず理解する。

「ヴィルヘミーナ、意外と人を褒めるのね？」

　などと感想を言った。

「私はいつでもバルトロメウス様を褒めているだろう」

　ミーナの返事である。

「基準がバルトロメウスなのはちょっと高いんじゃない？」

　ベアーテは苦笑した。

「承知している」

　ミーナは真顔で言い切る。

「あらら」

　ベアーテの苦笑が深くなった。

　無自覚だと思っていたのが、まさか確信していたとは。

　彼女のみならず、会話を聞いていた者全員が同じことを思う。

「止まれ」

　そこへエルフの男性の大きな声が聞こえてくる。

「帝国からの使者が来ると聞いてはいるが、確認させてもらおう」

　もっともなことなので、全員が一度馬車の外に出た。

「確認できたか？」

　と冷たく言ったのはミーナである。

「ヴィ、ヴィルヘミーナ様……」

　兵士たちは軽く緊張したが、狼ろう狽ばいはない。

「役目ご苦労様」

　バルがおだやかに声をかけると、そっと目礼が返ってくる。

「わたくしが正使のベアーテです。よしなに」

　ベアーテがにこりと微笑ほほえむ。

　美形揃ぞろいで耐性ができているからか、彼女の可か憐れんな美貌に兵士たちが心を奪われた様子はなかった。

「馬車をとめるところはあるのかな？」

　バルが疑問を口にする。

「里の奥になりますがございます」

「一応、人と交流はありますからね」

　エルフたちはそう説明した。

「ではベアーテ様、また馬車へ」

　随伴者の一人が皇女にすすめたが、本人は首を横に振る。

「せっかくだから歩いて入りたいわ」

「ええ……」

　侍女の一人は「はじまった」という顔になるが、他の面子メンツは単純に困惑した。

「歩いたまま入っても大丈夫なのかな？」

　バルがエルフ兵に問いかける。

「はっ、問題ありません」

　エルフ兵は礼儀正しく答えた。

「では、そうしよう。馬車については頼んでもいいかな」

　バルが言うと、御ぎよ者しやたちはうなずく。

「私とベアーテ皇女とヴィルヘミーナらが先に進むと伝えてもらいたい」

　バルはエルフ兵にそう告げる。

　バルの決定ということもあり、随伴者たちは何も言えなかった。

　彼らは見聞を広めるのが主な目的だが、バルたちについていくのが筋だろう。

「せっかくですもの、いろいろと見て回りたいわ！」

　ベアーテがはしゃぐ。

　皇女としても正使としても褒められたものではない態度だが、エルフ兵たちはかえって好意を持つ。

　仕事を抜きに自分たちに興味があると解釈したためだ。

「もしよろしければ、案内役を出しましょうか？」

「いらぬ。私がやる」

　残念ながら彼らの申し出はミーナに拒否される。

　彼女ならば『シュタルク・オルドヌング』の案内役として妥当であるため、彼らは引き下がるしかなかった。

「出過ぎたことを申しました」

　詫わびるエルフ兵にベアーテが優しく言う。

「機会があればお願いね」

　発言者が彼女だと本当に機会がありそうに聞こえる。

「私に言えばいいだろうに」

　ミーナがじろりとベアーテを見る。

「えへっ」

　ベアーテは舌を出した。

「ごまかすな」

　ミーナの視線が鋭くなる。

「そこまでだ」

　バルが制止したので、彼女はうなずく。

「どこか行きたいところはありますか？」

　彼が皇女に問いかけた。

　見聞を広げるという目的はベアーテにも当てはまる。

　実現できる範囲で要望を聞いておきたかった。

「そうねえ」

　ベアーテは少し考える。

「世界樹やエルフの秘宝を見たいんだけどなあ」

　彼女はそう言ってちらりとミーナを見た。

「無理だ。バルトロメウス様ならまだしも」

　ミーナは即答した。

「だよねー」

　ベアーテも承知していたらしく、あっさりひっこめる。

「私はいいのに？」

「はい。世界の危機を救う力を持つ英雄だからこそ、特別に許可が出せるのです」

　バルに聞かれたミーナはきっぱりと言った。

「私がベアーテ様に見せたいと言ったら？」

「……バルトロメウス様のご希望なら、何とかなるでしょう」

　珍しく食い下がったバルに対し、ミーナは少し考えてから返事をする。

「ただ、バルトロメウス様が同行なさるのが条件ですが」

「それでいいんじゃない？　わたくしはいいわよ」

　ベアーテは賛成した。

　バルはさりげなく周囲を見回し、エルフたちが反発していないことをたしかめる。

「では私が送りましょう」

　ミーナはそう言って転移魔術を使って二人を飛ばした。

「わあ！」

　ベアーテが感嘆の声をあげたのも無理はない。

　彼女たちの視線には見事な雲海と、美しく澄んだ青空が広がっている。

「素敵なところね」

　ベアーテのうっとりした声にバルは黙ってうなずく。

　バルが見た時とは景色が変わっているが、これもまたすばらしい。

「ありがとう、バルトロメウス」

　ベアーテは視線を景色に向けたまま礼を言った。

「わたくしに見せるために言ってくれたんでしょう」

「御ぎよ意い」

　バルは短く応える。

　困ったことにベアーテは彼のささやかな好意に気づけるくらいには聡そう明めいだった。

　勝手気ままに生きているようでいて、ベアーテは大きく行動を制限されている。

　皇女なのだからやむを得ないのだから、せめてもと彼は思ったのだった。
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「すてきな宝物になりそうよ」

　ふり返ってバルに微笑みかけるベアーテの笑顔は、景色に負けず美しい。

　バルは立場上言葉には出さず、黙って一礼する。

「覚えておくわね。一生」

　ベアーテはそっと目を細めた。

　この顔の彼女の心情を読むのは容易ではない。

「ありがたき幸せ」

　バルはそう答え、持っている魔術具でミーナを呼び出す。

　ミーナは応答するかわりに二人を再び転移させ、地上に戻した。

「相変わらず桁けたが違いすぎる……見えない場所にいる二人を転移させるなんて」

　エルフの若者がミーナの力量に驚嘆する。

　バルにしてみればすっかり慣れてしまっていることなのだが。

「ヴィルヘミーナもありがとうね」

　ベアーテが礼を言うと、ミーナは小さくうなずいた。

　もともと勘のいい彼女は何かを感じたらしい。

「長おさへのあいさつはどうする？」

　バルがミーナに問いかけた。

「どうでもいいと言いたいところですが……」

　ミーナは舌打ちしそうな顔で反射的に言い、

「そういうわけにもいきませんよね」

「国と国の交流なんだから当たり前だな」

　バルは渋面を作る。

　ミーナは言ってみただけで、本気で長を外そうとしたわけではないだろう。

　そこまで物分かりが悪く私情を優先する性格でもない。

「ふふっ、ヴィルヘミーナ、すごいこと考えるのね」

　ベアーテは怒るどころか、名案だと言いそうな顔でミーナを見つめる。

「こういうところは二人は気が合いそうですね、たしかに」

　バルはため息をつく。

「あ、悪影響を与えないように配慮いたします」

　彼の口調から何かを察したミーナは先回りする。

「そこは信用している」

　バルの回答に彼女は露骨に安あん堵どした。

「それにベアーテ皇女は人に影響されて行動が変化するような、御ぎよしやすいタイプじゃないからな」

　と彼はつけ加える。

「でなければ真面目な宮廷人に囲まれているのに、あのような性格になるわけがないじゃないか」

「御意」

　ミーナはうなずいた。

「反論の余地がない正論ね」

　と評価したのはベアーテ本人である。

　彼女は他人ひと事ごとのような顔をしていた。

　やりとりを聞いていたエルフたちは啞あ然ぜんとしている。

「つき合いやすいが御しにくいという認識でしょうか」

　ミーナがバルに聞く。

「相手にもよる。礼節を重視する堅苦しいタイプにしてみれば、ベアーテ皇女はやりにくいだろう」

　バルは慎重に答える。

「エルフの長は礼節を重んじるタイプではないですね」

　ミーナは言って、ベアーテを見た。

「意外と気が合うかもしれません」

　これを聞いた随伴者たちが泣きそうな顔をしたのは、バルの気のせいではないだろう。

「そうか。ベアーテ皇女が選ばれたのは正解だったかもしれないな」

　バルは前向きな意見を出す。

「長の性格までは気が回らなかったからな」

　そう言ってベアーテを見る。

「まずは長のところまで行きましょうか」

「ええ、いいわよ」

　ベアーテはあっさり承知した。

　礼儀を軽く見ていることが多い彼女だが、守ったほうがいいものを蹴けり飛とばすまねはしないようである。

「ミーナ？」

　バルが呼びかけると、ミーナは近くのエルフに命じた。

「誰か、我々が向かうと長に知らせろ」

「はい」

　近くにいたエルフの少女が駆け出していく。

「ゆっくり向かえばよいでしょう」

「なるほど、こういうやり方なのか」

　バルは黙って随伴者たちを見るが、彼らはあいまいな笑みを浮かべるだけだった。

　エルフとの友好を目的としているので、彼らのやりやすいようにしてもらう。

　そう考えているのだろう。

「こっちに行きましょう」

　ミーナがまずバルを見て、次にベアーテを見る。

「素敵なところね」

　ベアーテはルビーのような瞳を輝かせつつ、物珍しそうにきょろきょろした。

「こんなところで暮らしてみたいわ」

　彼女の率直な感想はエルフたちに好感を与える。

　腹はら芸げいをできるタイプでないことは、すぐにエルフたちも気づいた。

「ベアーテ皇女は自由を好む風のような方だから、エルフの暮らしが性に合うのかもしれないな」

　とバルは言う。

　エルフたちに聞かせるためでもあった。

「よくもまあ人間の王族からこんなのが生まれたなと思いますね」

　ミーナがこういう言い回しでバルに賛成する。

「ヴィルヘミーナも相変わらずよな」

　そこに少し堅苦しい男性の声が響く。

　知らせを受けた長がここまでやってきたのだ。

「仮にも仕える国の王族をこんなの呼ばわりとは、エルフが礼儀知らずだと誤解を招いたらどうする？」

　説教くさい言い回しだが、ミーナはひるんだりしない。

「私を見てエルフ全体を推し量れると思うのは、ただの愚者だ。大たい勢せいに影響はあるまい」

　すっぱりと言い切った。

「それはそうかもね」

　愉快そうに笑ったのはベアーテである。

　そして長に対して一礼した。

「初めまして。ベアーテと申します。堅苦しいあいさつは苦手なので、略式ですませたく思います」

「噂うわさ通りのお姫様だ」

　エルフの長は苦笑する。

　一国の皇女とエルフのトップが会ったというのに、あいさつを略式ですませようとするのはおそらくベアーテだけだろう。

「だが、実は私も堅苦しいのは苦手でね」

　そう思っていた随伴者は裏切られる。

　エルフの長はお茶ちや目めに片目をつぶってみせた。

「だからヴィルヘミーナにも自由にさせておる」

「はっ」

　理解ある発言に対してミーナは嘲ちよう笑しようを返す。

「お前ごときの指図は受けないぞ」

「お前が険悪な発言をしてどうする」

　バルが少々怒気を込めると効果はてきめんだった。

「し、失礼しました」

　ミーナは姿勢を正し、長に対しても詫びる。

「言いすぎて悪かった」

「何の。今さらだ」

　長は笑って鷹おう揚ように許す。

　孫のやんちゃを見守る祖父のような表情だった。

「ヴィルヘミーナったらまるで犬みたいね。バルトロメウスに対しては」

　ベアーテは腹を抱えて笑う。

　皇女にあるまじき態度だったし発言でもあった。

　エルフたちはさすがに面白くない顔をしたが、当のミーナ自身は違う。

「私は忠犬のつもりだ。訂正しろ」

「おっと」

　ベアーテは思わず笑みをひっこめ、バルはそっと息を吐き出す。

　笑ったのは長だけだった。

「まだまだ精進が必要なようだな、ヴィルヘミーナよ」

「否定はしない」

　ミーナはムスッとしている。

「話がそれましたね。戻してもいいですか？」

　とバルが長に問いかけた。

「私としてはそれでもいいのだが、帝国のみなさんは困るだろう。立ったまま話してもらうのも具合が悪いし、建物へ案内しよう」

　長はそう言って周囲に目で合図を送る。

　彼らが案内されたのは長の部屋ではなく、広場から少し離れた大きな木造建築物だった。

「集会所となっていてな」

　と言った長にミーナが聞いた。

「ところで他の集落の長たちはどうした？」

「彼らが集まるのは明日になる」

「へえ、楽しみ！」

　ベアーテがうれしそうに言ったので、詳しく問いかける空気ではなくなる。

「事情はついでに話してもらおうか」

　その空気をミーナは無視して要求した。

「分かっている」

　長はうなずく。

「原因は我々のスケジュールにある気がするがな」

　バルは遠慮がちに指摘する。

　あまりにも変則的だったため、エルフたちだってスケジュール調整に困っただろう。

　彼はそう思うのだ。

「いや、準備期間を多めにもらえて助かった。かたじけない」

　長は答えて頭を軽く下げる。

「……何かあったか」

　ミーナは感づいたように鋭い視線を向けた。

「詳しくは中で話したいが、魔界の軍団長を知ってるか？」

　長はけわしい顔で聞く。

「たしか元げん帥すい、将軍の下の階級でしたか」

　バルが応じた。

「らしいな。帝国でも元帥が現れたそうだな。情報交換をしておきたいのだ」

　長の言葉に彼は納得する。

「分かりました。それも今回の主題と言えますからね」

「ありがたい」

　友好的な空気に不穏なものが混ざったことに、バルは思っていたより早いと嘆息した。







あとがき




　戦せん神しん４巻を手に取っていただきありがとうございます。

　コミック１巻もまもなく発売という運びになりました。

　これもすべて応援してくださる皆さまのおかげです。

　本当にありがとうございます。

　田た口ぐち一はじめ先生の漫画版、ぜひ手に取っていただければ幸いです。

　原作者から見れば喜び半分、漫画にするとこうなるのかという気持ちが半分というところでしょうか。

　職業病、という単語が頭をよぎります。

　先日ファンレターをいただいた件について、この場を借りて改めて御礼申し上げます。

　やはりファンレターは励みになりますね。

　暑い日が続いていますので、皆さま健康管理には十分お気を付けください。

　油断すると危険なシーズンです。

　かく言う私も熱中症になった経験があります。

　ちょっとくらいなら平気だろうという意識が一番危険だと思い知りました。

　話は変わりますがベアーテ皇女が人気だと聞いて個人的にはびっくりです。

　ベアーテとバルはどこで出会ったのか、そういうエピソードも実は需要があるのでしょうか。

　本編に入れられるのか、別の形になるのかは分かりませんが、いずれにせよ担当さんと相談してからになると思いますが。




　最後になりましたが担当Ｋ様、校正様、イラストレーター桑くわ島しま黎音れいん様、デザイナー様、スニーカー文庫編集部の皆さまありがとうございます。

　これからも一緒に頑張っていけたらと思っています。





二〇一九年八月　相あい野の仁じん





















日にち常じようではさえないただのおっさん、

本ほん当とうは地ち上じよう最さい強きようの戦せん神しん４








相あい野の 仁じん
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